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厚
労
省
、「
過
重
労
働
」重
点
監
督
結
果

労
務
厚
生
・
経
営
教
育
各
委
員
会
を
開
催

東
ト
協
・
30
年
度
事
業
計
画（
概
要
）

東
ト
協
・
東
京
都「
環
境
対
応
支
援
策
」

全
ト
協
が「
賃
金
・
労
働
時
間
デ
ー
タ
集
」

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
４
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
、
平
成
30
・
31
年

度
の
次
期
会
長
候
補
者
の
選
出
に
伴
う
候
補
者
推
薦
届
の
受
付
を
行
い
、

常
任
理
事
・
前
副
会
長
の
浅
井
隆
氏（
浅
井
代
表
取
締
役
・
大
田
支
部
）と
、

現
会
長
の
千
原
武
美
氏（
西
多
摩
運
送
代
表
取
締
役
・
多
摩
支
部
）の
推
薦

届
を
受
理
し
た（
届
け
出
順
）。
推
薦
候
補
者
が
複
数
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
５
月
30
日
に
開
催
す
る
今
年
度
第
１
回
理
事
会
で
、
出
席
理
事
の
投

票
に
よ
り
、次
期
会
長
候
補
者
を
選
出
す
る
。

推
薦
届

受  

理

　

東
ト
協
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
期
を
迎

え
、「
会
長
候
補
者
の
選
出

に
関
す
る
規
程
」に
基
づ
き
、

４
月
５
日
に
第
１
回「
会
長

候
補
者
選
出
管
理
委
員
会
」

（
古
屋
芳
彦
委
員
長
）を
開

催
し
、
選
出
手
続
き
に
関
し

て
審
議
・
決
定
し
た
後
、
次

期
会
長
候
補
者
推
薦
届
の
受

付
を
行
っ
た
。

　
推
薦
届
の
受
付
結
果
に
つ

い
て
は
、
４
月
26
日
に
開
催

し
た
第
２
回
選
出
管
理
委
員

会
で
報
告
。
会
長
候
補
者
の

選
出
規
程
に
基
づ
き
、
推
薦

要
件
で
あ
る
理
事
20
人
以
上

の
推
薦
を
受
け
た
両
氏
が
、

次
期
会
長
の
推
薦
候
補
者
と

し
て
承
認
さ
れ
た
。

　
浅
井
氏
の
推
薦
人
代
表
者

は
、
常
任
理
事
・
大
田
支
部

長
の
松
原
伸
行
氏
。
ま
た
千

原
氏
の
推
薦
人
代
表
者
は
、

現
副
会
長
の
藤
倉
泰
徳
氏
。

　

浅
井
氏
は
、
大
田
支
部
長

を
経
て
、20
年
か
ら
28
年
ま

で
副
会
長
を
務
め
た
。
こ
の

間
、
税
制
金
融
委
員
長
・
物

流
政
策
委
員
長
を
歴
任
。　

　

千
原
氏
は
、24
年
に
副
会

長
に
就
任
し
、
適
正
化
事
業

指
導
委
員
長
・
近
代
化
基
金

運
営
委
員
長
を
歴
任
し
た

後
、28
年
に
は
会
長
に
就
任

し
現
在
に
至
る
。

　

会
長
候
補
者
選
出
に
当

た
っ
て
は
、５
月
30
日
開
催

の
今
年
度
第
１
回
理
事
会

で
、
出
席
理
事
に
よ
る
投
票

で
決
定
す
る
。投
票
方
法
は
、

候
補
者
名
を
記
載
し
た
投
票

用
紙
の
、
支
持
す
る
候
補
者

の
上
欄
に
○
印
を
記
す
、
無

記
名
投
票
に
よ
り
行
う
。

　

そ
の
後
、
６
月
22
日
に
開

催
す
る
今
年
度
通
常
総
会
で

次
期
理
事
・
監
事
を
選
任
し
、

総
会
後
に
開
催
す
る
新
任
理

事
に
よ
る
理
事
会
で
会
長
の

選
定
を
行
い
、就
任
す
る
。

定
し
た
。

　

第
１
回
理
事
会
で
は
投
票

に
先
立
ち
、
推
薦
人
代
表
者

が
推
薦
理
由
に
つ
い
て
陳
述

す
る
と
と
も
に
、
被
推
薦
人

（
推
薦
立
候
補
者
）が
自
ら

演
説
を
行
い
、
立
候
補
し
た

理
由
を
表
明
す
る
。

　

推
薦
人
代
表
者
お
よ
び
被

推
薦
人
の
発
言
時
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
10
分
間
程
度
と
す

る
。

　

被
推
薦
人
に
よ
る
演
説
の

内
容
は
、
今
後
の
抱
負
や
政

策
に
限
っ
て
述
べ
る
こ
と
と

　

国
土
交
通
省
は
６
月
１
日

日
か
ら
、
改
正「
標
準
引
越

運
送
約
款
」
な
ど
を
施
行
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
引
越
の

解
約
・
延
期
手
数
料
の
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も

に
、
料
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
今
年
１
月
31
日
付
で
改

正
・
公
布
し
て
い
た
も
の
。

　

主
な
改
正
内
容
は
ま
ず
、

引
越
依
頼
の
解
約
・
延
期
手

数
料
の
適
用
期
日
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
引
越
前
日

か
ら
前
々
日（
２
日
前
）に
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
手
数
料

の
料
率
も
他
の
輸
送
モ
ー
ド

並
み
に
引
き
上
げ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
引
越
当
日

に
解
約
・
延
期
し
た
場
合
の

手
数
料
は
運
賃
・
料
金
の

50
％
以
内
、
前
日
は
同
30
％

以
内
、
新
た
に
適
用
対
象
と

な
る
前
々
日
は
同
20
％
以
内

に
改
正
さ
れ
る
。

　

解
約
・
延
期
手
数
料
の
料

率
は
こ
れ
ま
で
、
当
日
が
運

賃
の
20
％
以
内
、
前
日
が
10

％
以
内
と
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
料
率
は
、貸
切
バ
ス（
当
日

の
解
約
料
・
運
賃
の
50
％
）

な
ど
、
他
の
輸
送
モ
ー
ド
に

比
べ
て
低
い
水
準
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
よ
る
引
越
の
一
括
見

積
も
り
や
依
頼
が
増
え
、
国

交
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
引

越
当
日
か
ら
前
々
日
ま
で
の

象
と
し
て
１
台
の
ト
ラ
ッ
ク

で
複
数
の
引
越
荷
物
を
運
送

す
る
、
積
合
せ
運
送
形
態
の

引
越
サ
ー
ビ
ス
に
も
適
用
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

事
前
に
見
積
も
り
を
行
う

な
ど
、
１
台
貸
切
に
よ
る
従

　
東
ト
協
は
４
月
か
ら
、「
春

の
入
会
金
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
写
真
＝
チ
ラ
シ
）を
展

開
し
て
い
る
。
実
施
期
間
は

６
月
30
日
ま
で
。

　

東
ト
協「
会
員
増
強
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
リ
ー
ダ
ー
・
佐

久
間
恒
好
副
会
長
）で
は
、

　

東
ト
協
は
５
月
30
日
、
平

成
30
年
度
第
１
回
理
事
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

同
日
の
理
事
会
で
は
、６

月
22
日
開
催
の
今
年
度
通
常

総
会
に
提
出
す
る
議
題
に
つ

い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、

会
長
候
補
者
の
選
出
を
行
い

ま
す
。

　
開
催
日
時・会
場
な
ど
は
、

次
の
通
り
で
す
。

　
▽
日
時
＝
５
月
30
日
午
後

１
時
30
分
か
ら

　

▽
会
場
＝
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

５
階
・
ホ
ー
ル
５
Ａ（
新
宿

区
市
谷
八
幡
町
８　
Ｔ
Ｋ
Ｐ

市
ヶ
谷
ビ
ル
／
掲
載
地
図
を

◇
会
長
候
補
者
の
選
出

【
第
１
回
理
事
会（
５
月

30
日
）】

・�

推
薦
人
代
表
者
に
よ
る

推
薦
理
由
の
陳
述

・�

被
推
薦
人
の
演
説（
推

薦
立
候
補
の
理
由
な
ど
）

・�

出
席
理
事
に
よ
る
投
票

を
行
い
、選
出

◇
会
長
の
選
定

【
通
常
総
会
・
第
２
回
理

事
会（
６
月
22
日
）】

・�

通
常
総
会
で
理
事
・
監

事
を
選
任

・�

総
会
後
の
新
任
理
事
に

よ
る
理
事
会
で
会
長
を

正
式
に
選
定

解
約
な
ど
が
全

体
の
13
・
６
％

と
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
実
情

を
踏
ま
え
、
改

正
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
今

回
の
改
正
で
は
、

標
準
引
越
約
款

の
適
用
範
囲
を

見
直
し
、
単
独

世
帯
な
ど
を
対

来
の
引
越
運
送
と
同
様

の
形
態
で
行
う
場
合
が

対
象
。
た
だ
し
、
特
別

積
合
せ
運
送
事
業
者
に

よ
る
単
独
世
帯
向
け
の

引
越
サ
ー
ビ
ス（
ロ
ー

ル
ボ
ッ
ク
ス
パ
レ
ッ
ト

な
ど
容
器
単
位
で
価
格

設
定
）に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
標
準
引
越

約
款
に
よ
ら
な
い
旨
を

告
知
し
て
い
る
場
合
、

適
用
さ
れ
な
い
。

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
都

内
の
未
加
入
事
業
者
に
送
付

す
る
な
ど
、
加
入
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
加
え
、

新
た
な
試
み
と
し
て
、
入
会

金（
５
万
円
）を
免
除
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て

加
入
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
分

か
り
や
す
く

紹
介
し
た
リ

　

東
ト
協
は
４

月
26
日
、
第
２

回「
会
長
候
補

者
選
出
管
理
委

い
る
も
の
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
よ
り
、
既

に
新
規
に
入
会

し
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
成
果
が

出
つ
つ
あ
る
。

最
寄
り
駅
＝
Ｊ
Ｒ
総
武
線
市
ヶ
谷
駅
／
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
・
有
楽
町
線
市
ヶ
谷
駅（
各
７
番
出
口
）

／
都
営
新
宿
線
市
ヶ
谷
駅（
４
番
出
口
／
Ａ
４
出

口
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
）

ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

※
今
回
は
、
通
常
の
開
催

会
場（
東
ト
総
合
会
館
）と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　
【
主
な
議
題
】

　
▽
通
常
総
会
提
出
議
案
に

つ
い
て
＝
29
年
度
事
業
報
告

案
・
収
支
決
算
案
、30
・
31

年
度
理
事
・
監
事
候
補
者
案

な
ど

　
▽
会
長
候
補
者
の
選
出
に

つ
い
て

し
、
他
の
被
推
薦
人
ま
た
は

推
薦
人
の
個
々
の
政
策
や
言

動
な
ど
に
関
し
て
、
批
判
的

な
発
言
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

　

演
説
な
ど
に
お
け
る
発
言

が
こ
れ
に
抵
触
し
た
場
合
に

は
、
選
出
管
理
委
員
長
が
厳

重
注
意
を
行
う
と
と
も
に
、

批
判
さ
れ
た
被
推
薦
人
な
ど

が
希
望
す
る
場
合
、
演
説
終

了
後
に
発
言
の
機
会
を
与
え

る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
候
補
者
が
選

出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
推
薦

人
と
被
推
薦
人
を
は
じ
め
と

し
た
会
員
の
遵
守
事
項
と
し

て
、
品
位
あ
る
発
言
や
言
動

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

　
な
お
、同
委
員
会
と
し
て
、

両
候
補
者
に
よ
る
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

員
会
」
を
開
催
し
、
会
長
候

補
者
推
薦
届
の
受
付
結
果
を

承
認
す
る
と
と
も
に
、
第
１

回
理
事
会
に
お
け
る
具
体
的

な
選
出
手
続
き
や
、
推
薦
人

と
被
推
薦
人
お
よ
び
会
員
の

遵
守
す
べ
き
事
項
な
ど
を
決

２４５６７

 

第
１
回
理
事
会
で
選
出
へ

次期会長候補者
浅井氏と千原氏に

改
正
標
準
引
越
約
款

６
月
１
日
か
ら
施
行

国交省

解約料など引き上げ
積合せ形態も対象に

春
の
入
会
金
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
薦
候
補
者
が
演
説

抱
負
や
政
策
に
限
定

会長候補者
選出管理委

実施中！

ＴＫＰ市ヶ谷
カンファレンスセンター

５
月
30
日

第
２
回

東ト協

浅井　氏千原　氏

第１回

理事会開催
のご案内

会  場
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
お
け
る
重
点
監
督

の
実
施
結
果
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
運
輸
交
通

業
で
は
、
労
働
基
準
関
係
法

令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
事
業

場
が
全
体
の
８
割
近
く
に
上

り
、
依
然
と
し
て
多
い
状
況

に
あ
る
。

　

期
間
中
、
７
６
３
５
事
業

場
に
対
し
て
重
点
監
督
を
実

施
し
、
何
ら
か
の
労
基
関
係

法
令
違
反
が
あ
っ
た
の
は
５

０
２
９
事
業
場（
全
体
の
65・

９
％
、
以
下
カ
ッ
コ
内
は
違

反
割
合
）。
違
反
割
合
は
前

年（
67
・
２
％
）よ
り
や
や
低

下
し
改
善
し
た
。

な
時
間
外
労
働
が
２
８
４
８

事
業
場（
37
・
３
％
）
と
多

い
。
こ
の
う
ち
、
時
間
外
・

休
日
労
働
が
最
も
長
い
労
働

者
の
時
間
数
・
月
80
時
間
を

超
え
る
も
の
が
、
１
６
９
４

事
業
場（
59
・
５
％
）と
約
６

割
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
過
重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
防
止
措
置
が
不
十

分
な
た
め
改
善
指
導
し
た
も

の（
指
導
票
を
交
付
）が
、５

５
０
４
事
業
場（
72
・
１
％
）

と
７
割
以
上
に
上
っ
た
。

　

運
輸
交
通
業
で
は
、
労
基

関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ

た
事
業
場
は
６
１
４
事
業
場

（
78
・
３
％
）。
違
反
割
合
は

前
年
よ
り
３
・９
㌽
上
昇
し
、

遵
守
状
況
が
悪
化
し
た
。

　
主
な
違
反
事
項
と
し
て
は
、

労
働
時
間
が
４
４
３
事
業
場

（
72
・
１
％
）と
最
も
多
い
。

ま
た
、
健
康
障
害
防
止
措
置

が
95
事
業
場（
15
・
５
％
）、賃

金
不
払
い
残
業
が
50
事
業
場

（
８
・
１
％
）だ
っ
た
。

　
中
小
企
業
庁
は
４
月
27
日

か
ら
、
平
成
29
年
度
補
正
予

算
に
よ
る「
事
業
承
継
補
助

金（
後
継
者
承
継
支
援
型
～

経
営
者
交
代
タ
イ
プ
）」
の

公
募
を
行
っ
て
い
る
。
公
募

期
間
は
６
月
８
日
ま
で
。

　

補
助
対
象
は
、①
地
域
経

済
に
貢
献
す
る
中
小
企
業
、

②
27
年
４
月
か
ら
補
助
事
業

期
間
完
了
日（
今
年
12
月
31

日
）ま
で
に
事
業
承
継
を
実

施
ま
た
は
実
施

予
定
、
③
経
営

革
新（
新
分
野

へ
の
挑
戦
な
ど

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
転
換
や
新

規
設
備
導
入
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
）や
、

事
業
転
換
を
行
う
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
場
合
。

　
個
人
事
業
主
を
含
む
小
規

模
企
業
者（
従
業
員
20
人
以

下
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以

下
）の
場
合
、
所
要
費
用
の

３
分
の
２
を
補
助
す
る
。

　

上
限
額
は
、
経
営
革
新
を

行
う
場
合
に
２
０
０
万
円
。

あ
わ
せ
て
既
存
事
業
の
廃
止

や
事
業
所
の
廃
止
・
統
合
を

伴
う
事
業
転
換
を
行
う
場
合

に
は
、
上
限
額
を
３
０
０
万

円
上
乗
せ
し
、
最
大
５
０
０

万
円
を
補
助
す
る
。

　
こ
う
し
た
企
業
以
外
の
補

助
率
は
２
分
の
１
。
上
限
額

は
、
経
営
革
新
を
行
う
場
合

に
１
５
０
万
円
。
あ
わ
せ
て

既
存
事
業
の
廃
止
な
ど
を
伴

う
事
業
転
換
を
行
う
場
合
に

は
、
上
限
額
を
２
２
５
万
円

上
乗
せ
し
、
最
大
３
７
５
万

円
を
補
助
す
る
。

　

こ
れ
に
続
き
、７
月
上
旬

か
ら「
事
業
再
編
・
事
業
統

合
支
援
型
～
Ｍ
＆
Ａ
タ
イ

プ
」の
公
募
を
行
う
予
定
。

　

補
助
率
は
、
小
規
模
企
業

者
の
場
合
３
分
の
２
。
上
限

額
は
経
営
革
新
を
行
う
場
合

に
は
６
０
０
万
円
で
、
事
業

転
換
を
伴
う
場
合
に
は
上
限

額
を
さ
ら
に
６
０
０
万
円
上

乗
せ
し
、
最
大
１
２
０
０
万

円
を
補
助
す
る
。　

　

詳
細
は
、
中
企
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

国
土
交
通
省
は
５
月
23

日
、
第
19
回「
自
動
車
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
自
動
運
転

の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
車

両
安
全
対
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
）を
開
催
す
る
。

　

時
間
は
午
後
２
～
５
時
、

会
場
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

（
横
浜
市
西

区
み
な
と
み

ら
い
１
の
１

の
１
）。

す
る
講
演
、
お
よ
び
車
両
安

全
対
策
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
。

　

詳
細
は
、
国
交
省
ま
た
は

日
本
自
動
車
研
究
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
日
本
自
動
車
研
究
所

（
☎
０
２
９
・
８
５
６
・
１
１

２
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
・
８

５
６
・
１
１
２
４
、
電
子
メ

ー
ル
：anzensym

po@
jari.or.jp

）

　
厚
生
労
働
省
・
中
央
労
働

災
害
防
止
協
会
の
主
唱
に
よ

り
、
平
成
30
年
度「
全
国
安

全
週
間
」
が
７
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
実
施
さ
れ
る（
準

備
期
間
６
月
１
～
30
日
）。

　
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
新
た
な
視
点
で
み
つ
め
る

職
場　
創
意
と
工
夫
で
安
全

管
理　
惜
し
ま
ぬ
努
力
で
築

く
ゼ
ロ
災
」。

　
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お

け
る
労
災
防
止
対
策
は
、①

荷
台
な
ど
か
ら
の
墜
落
・
転

落
防
止
対
策
、
保
護
帽
の
着

用
の
実
施
、②
積
み
降
ろ
し

に
配
慮
し
た
積
み
付
け
な
ど

に
よ
る
荷
崩
れ
防
止
対
策
の

実
施
、③
歩
行
者
立
ち
入
り

禁
止
エ
リ
ア
の
設
定
な
ど
に

　
関
東
運
輸
局
は
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

と
共
催
で
５
月
24
日
、「
グ

リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得
講
習

会
」（
東
京
）を
開
催
す
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
、
会
場
は
Ａ
Ｐ
西

新
宿（
新
宿
喜
楓
ビ
ル
）５
階

会
議
室
Ａ（
新
宿
区
西
新
宿

７
の
２
の
４
）。

　

参
加
費
は
無
料
。
定
員

　
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
自
動
車
運

送
事
業
者
を
対
象
に
、
認
証

の
取
得
方
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
。
詳
細
は
、
関
運

局
ま
た
は
エ
コ
モ
財
団
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
先
＝
エ
コ
モ
財
団
交
通
環

境
対
策
部（
☎
03
・
３
２
２
１

・
７
６
３
６
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３

２
２
１
・
６
６
７
４
）

　

東
京
都
環
境
局
は
こ
の

ほ
ど
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
に
対
し
、「
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い

時
期
に
お
け
る
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
等
の
徹
底
に

つ
い
て
」
を
通
知
し
、
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
例
年
５
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
が
高
濃
度
に
な
り
や
す

い
気
象
条
件
と
な
る
時
期
に

当
た
る
た
め
、
自
動
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
な

ど
の
削
減
を
呼
び
か
け
て
い

　

主
な
違
反
内

容（
是
正
勧
告

書
を
交
付
）と

し
て
は
、
違
法

　
参
加
費
は
無
料
。
定
員
は

６
０
０
人
。
参
加
申
し
込
み

は
５
月
21
日
ま
で（
定
員
に

な
り
次
第
、締
め
切
り
）。

　

近
年
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
自
動
運
転
技
術
の
開

発
動
向
や
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
政
府
の
取
り
組
み
に
関

る
も
の
。

　

具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
の
運
行
管
理
者
に
対

し
、①
都
環
境
確
保
条
例
に

よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
遵

守
、②
不
要
不
急
の
車
の
使

用
自
粛
、③
低
公
害
車
の
優

先
的
な
使
用
︱
な
ど
に
つ

い
て
協
力
を
求
め
て
い
る
。

は
60
人（
先
着

順
）。
参
加
申

し
込
み
は
５
月

17
日
ま
で
。

よ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
使
用

時
の
労
災
防
止
対
策
の
実

施
、④
ト
ラ
ッ
ク
の
逸
走
防

止
措
置
の
実
施
、⑤
ト
ラ
ッ

ク
後
退
時
の
後
方
確
認
、
立

ち
入
り
制
限
の
実
施
。

　
業
種
横
断
的
な
労
災
防
止

対
策
は
、
転
倒
災
害
防
止
対

策（
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

転
倒
災
害

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）や
交
通
労

災
防
止
対
策
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
な
ど
の
労
災
防
止
対

策
、
熱
中
症
予
防
対
策（
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

熱
中
症 

ク
ー
ル

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）を

徹
底
す
る
こ
と
な
ど
。

　
環
境
省
は
、今
年
度
も「
環

境
省　
熱
中
症
予
防
情
報
サ

イ
ト
」
を
設
置
し
、
熱
中
症

を
未
然
防
止
す
る

た
め
の
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。

　
同
サ
イ
ト
で
は
、

熱
中
症
が
発
症
し

や
す
い
状
況
を
示

す
、「
暑
さ
指
数
」

の
予
測
値
や
実
況

値
な
ど
を
掲
載
し
、

熱
中
症
予
防
に
活
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
な
お
、「
暑
さ
指
数
」と
は
、

人
体
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
湿
度
や
日
射
な
ど
か
ら
の

輻
射
熱
、
気
温
の
３
つ
を
取

り
入
れ
た
暑
さ
の
厳

し
さ
を
示
す
指
数
。

　
同
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.w

bgt.env.
go.jp/

）で
は
４
月

20
日
か
ら
情
報
提
供

を
行
っ
て
お
り
、
９

月
28
日
ま
で
情
報
提

供
す
る
予
定
。
パ
ソ

コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
も
閲

覧
可
能
。

自
動
車
安
全
シ
ン
ポ

自
動
運
転
テ
ー
マ
に 光

化
学
ス
モ
ッ
グ

防
止
へ
協
力
要
請

              

東
京
都

30年度

全国安全週間
７月１～７日

運輸交通業

違反割合８割近くに
多い労働時間違反

「
過
重
労
働
」

重
点
監
督
結
果

事
業
承
継
補
助
金

「
後
継
者
承
継
支
援
型
」

中企庁

厚労省

29年
公  募  期  間

６月８日まで

国 交 省

５月23日 

５月24日 

グ
リ
ー
ン
経
営

認
証
へ
講
習
会

関 運 局 創
意
と
工
夫

  

で
安
全
管
理 環 境 省

熱中症予防へ
情報サイト設置



（３） 第1151号経 営 ２０１８年（平成30年） ５月10日

料金支払だけから、運転支援へ

予約受付中！

　ドライバーの長時間労働の一因とな
っているトラックの待機時間を削減す
るため、物流センターを運営する倉庫業
者が、時間帯別の予約枠を設け、時間内
に到着した車両の積み降ろし作業を優
先するシステムを導入している。発荷主
側から積み荷明細を事前に送ってもら
い、車両の到着前に入荷予定情報との照
合を済ませておくことで、受付時間も短
縮できる。ただ、荷役時間に合わせた枠
の設定に課題が残る。

　
物
流
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
に
業
務
開
始
前
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
が
待
機
し
て
、
入

荷
受
付
の
順
番
待
ち
を
す

る
光
景
が
よ
く
み
ら
れ

る
。
こ
れ
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
長
時
間
労
働
の
一
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
待
機
時
間
が
発
生
す
る

原
因
は
、
倉
庫
側
で「
ど

の
ト
ラ
ッ
ク
が
ど
の
荷
物

を
積
ん
で
、
い
つ
到
着
す

る
」
と
い
う
情
報
を
事
前

に
入
手
で
き
な
い
こ
と
に

あ
る
。

　

出
荷
に
つ
い
て
は
、
運

送
業
務
を
委
託
す
る
倉
庫

側
が
、
作
業
計
画
に
合
わ

せ
て
ト
ラ
ッ
ク
の
到
着
時

間
を
指
定
す
る
こ
と
も
可

能
だ
が
、
入
荷
の
場
合
は

運
送
を
依
頼
す
る
出
荷
元

平
均
で
15
分
に
短
縮
し
た

と
い
う
。

　

た
だ
し
、
貨
物
の
数
量

や
荷
姿
が
パ
レ
ッ
ト
積
み

か
バ
ラ
積
み
か
に
よ
り
、

積
み
降
ろ
し
時
間
は
異
な

る
。
一
律
に
時
間
枠
を
設

定
す
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
っ
て
作
業
時
間
に
バ
ラ

つ
き
が
生
じ
、
時
間
枠
内

に
納
ま
ら
な
く
な
る
。
こ

の
た
め
、
物
流
セ
ン
タ
ー

で
は
時
間
帯
の
予
約
台
数

を
絞
っ
て
運
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
予
約
枠
を
拡
大
す

る
た
め
に
は
、
作
業
内
容

を
台
数
の
設
定
に
ど
う
反

映
さ
せ
る
か
が
課
題
だ
。

バ
ー
ス
の
車
両
回
転
率
な

ど
、
詳
細
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
よ
う
だ
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　     

巴
　
未
希 

）

　

と
受
け
る
側
の
荷
主（
倉

庫
の
寄
託
者
）と
が
異
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。

　

こ
の
た
め
、
到
着
順
に

入
荷
作
業
を
行
う
し
か
方

法
が
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
少
し
で
も
早
く
荷
降
ろ

し
が
済
む
よ
う
に
、
早
朝

か
ら
順
番
待
ち
を
す
る
の

が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
倉
庫
で
先
着
順
に

受
け
付
け
る
際
に
も
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
提
出
す
る

「
積
み
荷
明
細
」と
、倉
庫

側
で
顧
客
か
ら
入
手
し
て

い
る「
入
荷
予
定
情
報
」

と
の
照
合
に
時
間
が
か
か

る
。
品
目
や
数
量
が
一
致

し
て
い
な
い
と
確
認
に
手

間
取
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を

待
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。

タ
ー
で
は
、昨
年
か
ら「
予

約
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し

て
い
る
。

　

平
均
15
分
に
短
縮

　

時
間
帯
別
に
予
約
が
可

能
な
枠
を
設
け
、
予
約
し

た
時
間
に
到
着
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
の
荷
降
ろ
し
を
優

先
す
る
仕
組
み
だ
。
あ
わ

せ
て
、
発
荷
主
側
か
ら
積

み
荷
明
細
を
事
前
に
送
っ

て
も
ら
い
、
ト
ラ
ッ
ク
が

到
着
す
る
前
に
入
荷
予
定

情
報
と
の
照
合
を
済
ま
せ

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

運
用
の
手
順
は
、
以
下

の
通
り
だ
。
ま
ず
倉
庫
側

が
作
業
量
を
考
慮
し
て
時

間
帯
別
に
予
約
可
能
な
車

両
の
台
数
を
設
定
す
る
。

運
送
会
社
の
配
車
担
当
者

ま
た
は
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
予
約
時
間
枠
を
確

認
し
て
希
望
の
時
間
を
予

約
し
、
発
荷
主
か
ら
入
手

し
た
積
み
荷
明
細
の
Ｐ
Ｄ

Ｆ
画
像
、
ま
た
は
ス
マ
ホ

で
撮
影
し
た
画
像
の
デ
ー

タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

む
。
倉
庫
側
が
、
こ
の
デ

ー
タ
と
入
荷
予
定
情
報
と

の
照
合
を
事
前
に
済
ま
せ

て
お
く
。

　

予
約
時
間
に
到
着
し
た

ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
降
ろ
し

が
優
先
さ
れ
る
。
事
前
に

送
り
状
の
照
合
が
済
ん
で

い
る
た
め
、
事
務
所
で
の

伝
票
の
確
認
作
業
も
不
要

だ
。

　

従
来
は
、
受
付
か
ら
バ

ー
ス
へ
の
接
車
ま
で
の
待

機
時
間
が
、
平
均
で
１
時

間
半
を
優
に
超
え
て
い
た

が
、シ
ス
テ
ム
稼
働
後
は
、

予
約
車
両
の
待
機
時
間
が

　

こ
の
問
題
を
改
善
す
る

た
め
、
あ
る
大
手
倉
庫
業

者
が
運
営
す
る
物
流
セ
ン

　

日
通
総
合
研
究
所
の「
企

業
物
流
短
期
動
向
調
査
」（
３

月
調
査
）に
よ
る
と
、
４
～

６
月
見
通
し
の「
荷
動
き
指

数
」
は
横
ば
い
だ
が
、
ト
ラ

ッ
ク
運
賃
指
数
は
運
転
者
不

い
。
前
期
の
指
数
は
小
幅
に

低
下
し
た
が
、
昨
年
か
ら
の

荷
動
き
回
復
の
動
き
が
続
く

見
通
し
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
輸
送
機

関
別「
利
用
動
向
指
数
」は
、

引
き
続
き
４
～

６
月
見
通
し
で

も
全
機
関
が
プ

ラ
ス
水
準
で
推

移
。

　

一
般
ト
ラ
ッ

ク
の
指
数
は
前
期
と
同
じ
プ

ラ
ス
11
で
横
ば
い
。
特
別
積

合
せ
は
プ
ラ
ス
３
と
前
期
比

２
㌽
上
昇
す
る
が
、
宅
配
便

は
プ
ラ
ス
12
で
同
６
㌽
水
準

を
下
げ
る
見
込
み
。

　

一
方
、
ト
ラ
ッ
ク
の「
運

賃
動
向
指
数
」
は
さ
ら
に
上

昇
す
る
見
通
し
。
一
般
ト
ラ

ッ
ク
が
プ
ラ
ス
32
で
同
8

㌽
、
特
別
積
合
せ
が
プ
ラ
ス

29
で
同
５
㌽
そ
れ
ぞ
れ
上
昇

す
る
見
込
み
だ
。

　
運
賃
の
上
昇
圧
力
が
一
段

と
強
ま
る
中
で
、
荷
主
企
業

　

東
京
労
働
局
は
、
平
成
30

年
度「
中
小
企
業
最
低
賃
金

引
上
げ
支
援
対
策
補
助
金
」

（
業
務
改
善
助
成
金
）
交
付

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い

る
。
受
付
期
間
は
31
年
１
月

31
日
ま
で
。

　

支
給
対
象
は
、
事
業
場
内

の
最
低
賃
金
が
１
０
０
０
円

未
満
の
労
働
者
を
６
か
月
以

上
雇
用
す
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
。
最
賃
を
一
定

額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、

生
産
性
向
上
・
労
働
能
率
増

進
に
資
す
る
設
備
投
資
な
ど

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

　
助
成
率
は
費
用
の
10
分
の

７
。
常
時
使
用
の
労
働
者
数

が
企
業
全
体
で
30
人
以
下
の

事
業
場
の
補
助
率
は
４
分
の

３
で
、
か
つ
生
産
性
向
上
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
５

分
の
４
。

　
最
賃
１
０
０
０
円
未
満
の

事
業
場
が
30
円
以
上
引
き
上

げ
た
場
合
、
助
成
上
限
額
は

引
き
上
げ
労
働
者
数
が
１
～

３
人
で
50
万
円
、
４
～
６
人

で
70
万
円
、
７
人
以
上
で
１

０
０
万
円
。
ま
た
最
賃
８
０

０
円
以
上
１
０
０
０
円
未
満

の
事
業
場
が
40
円
以
上
引
き

上
げ
た
場
合
、
助
成
上
限
額

は
引
き
上
げ
労
働
者
数
１
人

以
上
で
70
万
円
。

　

詳
細
は
、
同
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

▽
業
務
改
善
助
成
金
相
談

窓
口
＝
東
京
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
京
労

働
基
準
協
会
連
合
会
内
、☎

０
１
２
０
・６
６
２
・５
５
６
）

　
▽
助
成
金
の
申
請
窓
口
＝

東
労
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

企
画
課
／
助
成
金
係（
☎
03
・

６
８
９
３
・１
１
０
０
）

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、「
物

流
特
殊
指
定
に
係
る
講
習

会
」
を
開
催
す
る
。
主
に
物

流
取
引
を
行
う
事
業
者（
物

流
事
業
者
を
含
む
）を
対
象

に
開
催
す
る
も
の
で
、
物
流

特
殊
指
定
の
対
象
と
な
る
取

引
や
、
禁
止
行
為
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
都
内
で
は
６
月
６
日
・
12

日
・
19
日
に
開
催
。
各
日
と

も
時
間
は
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
会
場
は
三
田
共
用
会

議
所
３
階
大
会
議
室（
港
区

三
田
２
の
１
の
８
）。

　
定
員
は
各
日
と
も
１
０
０

人
。
参
加
費
は
無
料
。

　

参
加
申
し
込
み
は
、
各
講

習
の
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

（
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め

切
り
）。

　
公
取
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
申
込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
申

し
込
む
。

　

厚
生
労
働
省
は
こ

の
ほ
ど
、平
成
29
年
度

「
人
材
確
保
の
た
め
の

雇
用
管
理
改
善
促
進
事
業
」

と
し
て
、『
人
材
確

保
に「
効
く
」事
例

集
』
を
作
成
し
た

（
写
真
）。

　

同
省
は
27
・
28

年
度
に
、
運
輸
・

保
育
・
訪
問
看
護
・

警
備
の
４
業
種
を

対
象
に
雇
用
管
理

改
善
促
進
事
業
を

実
施
し
、
同
事
業
を
通
じ
て

把
握
し
た
取
り
組
み
事
例
を

も
と
に
作
成
し
た
も

の
。

　

人
材
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し

て
、
採
用
管
理
や
定

着
管
理
、労
働
条
件
・

労
働
環
境
と
い
っ
た
就
労
条

件
の
改
善
な
ど
各
テ
ー
マ
別

に
多
く
の
事
例
を
掲
載
し
、

具
体
的
な
課
題
と
対
応
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
は
、
運
送
事

業
者
の
事
例
と
し
て「
女

性
採
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

や「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
改
修
」

な
ど
の
取
り
組
み
も
収
録
。

　

こ
の
ほ
か
、
雇
用
管
理

改
善
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

な
ど
、
各
種
支
援
策
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
。
な

お
、
内
容
は
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
成
約

運
賃
指
数
に
よ
る
と
、
４
月

の
指
数
は
１
２
１
で
、
年
度

末
繁
忙
期
の
前
月
よ
り
５
㌽

下
が
っ
た
が
、
前
年
同
月
を

６
㌽
上
回
っ
た
。
４
月
と
し

て
は
調
査
開
始
以
来
、
最
も

高
い
指
数
で
、
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

　

荷
物
情
報（
求
車
）
登
録

件
数
は
14
万
29
件
で
、
前
年

同
月
比
36
・
３
％
増
加
。
車

両
情
報（
求
荷
）を
大
幅
に

上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
、

輸
送
供
給
力
の
不
足
状
態
に

改
善
の
傾
向
は
見
え
て
い
な

い
。
な
お
、
成
約
率
は
14
・

５
％
で
同
２・
７

㌽
低
下
し
た
。

足
な
ど
を
背
景
に
さ

ら
に
高
ま
り
、
一
段

と
上
昇
圧
力
が
強
ま

る
見
通
し
だ
。

　
４
～
６
月
見
通
し

の
国
内
向
け
出
荷
量

「
荷
動
き
指
数
」は
、

前
期（
１
～
３
月
実

績
見
込
み
）と
同
じ

プ
ラ
ス
10
で
横
ば

で
は「
物
流
コ
ス
ト
割
合
」

（
売
上
高
に
対
す
る
割
合
）

が
高
ま
っ
て
お
り
、
４
～
６

月
見
通
し
の「
動
向
指
数
」

は
プ
ラ
ス
29
で
、
同
７
㌽
上

昇
す
る
見
込
み
だ
。

積み荷明細と事前照合し荷役優先

作業時間に応じた枠の設定が課題

人材確保を支援へ
取り組み「事例集」

トラック運賃指数
一段と上昇傾向へ

企
業
物
流
短
観 

４
～
６
月
見
通
し

日
通
総
研

最賃引き上げで
業務改善助成金

申請を受付中

物流特殊指定
に係る講習会
都内では６月開催

待
機
時
間
短
縮
へ
予
約
シ
ス
テ
ム

トラック

４
月
は
１
２
１
に

前
年
比
６
㌽
上
昇

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

東
労
局

公
取
委

厚労省
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【
5
月
16
〜
31
日
】

【
4
月
16
〜
30
日
】

16
日
㈬　
16
時
＝
重
量
品
専

門
部
会
通
常
総
会（
日
光

千
姫
物
語
）

17
日
㈭　
15
時
＝
ロ
ジ
研
正

副
本
部
長
会
議
・
幹
事
会

合
同
会
議（
東
ト
総
合
会

館
）

18
日
㈮　
10
時
30
分
＝
総
務

委
員
会（
東
ト
総
合
会
館
）

21
日
㈪　
17
時
＝
鉄
鋼
専
門

部
会
通
常
総
会（
東
ト
総

合
会
館
）

23
日
㈬　
10
時
30
分
＝
常
任

理
事
会（
東
ト
総
合
会
館
）

24
日
㈭　

正
午
＝
関
ト
協
海

上
コ
ン
テ
ナ
部
会
正
副
部

会
長
・
監
事
合
同
会
議

（
東
ト
総
合
会
館
）

28
日
㈪　

正
午
＝
関
東
・
甲

信
越
重
量
部
会
委
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

30
日
㈬　
13
時
30
分
＝
理
事

会（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
）

16
日　
事
務
局
部
長
会
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
18
日
）

▽
標
準
引
越
運
送
約
款
改

正
に
係
る
担
当
者
説
明
会

▽
ロ
ジ
研
正
副
本
部
長
会

議
▽
東
京
都
・
小
笠
原
村

合
同
総
合
防
災
訓
練（
～

21
日
）

17
日　

Ｉ
Ｐ
無
線
定
期
通
信

訓
練
▽
女
性
部
正
副
本
部

長
会
議
▽
青
年
部
正
副
本

部
長
会
▽
同
幹
事
会

18
日　

海
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
定
例
役
員
会
▽
同
東

京
港
周
辺
道
路
に
お
け
る

ゴ
ミ
投
棄
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
▽
物
流
経
営
士
課
程

▽
東
京
都
貨
物
輸
送
評
価

制
度
説
明
会（
～
19
日
）

▽
関
東
・
甲
信
越
重
量
部

会
正
副
部
会
長
会
議

19
日　

初
任
運
転
者
特
別
講

習（
～
20
日
）
▽
関
東
圏

に
お
け
る
自
動
車
事
故
防

止
対
策
検
討
会

20
日  

紙
・
パ
ル
プ
専
門
部

会
役
員
会

22
日　
初
任
運
転
者
特
別
講

習
葛
飾
区
柴
又
４
の
８
の
６
▽

☎
03
・
６
６
５
７
・
９
８
３

２
▽
一
般
貨
物
運
送（
普
通

車
３
台
、小
型
車
２
台
）、軽

貨
物
運
送（
軽
車
両
２
台
）

【
足
立
支
部
】

　
◆
ヘ
イ
セ
イ
寝
台
サ
ポ
ー

ト
株
式
会
社
＝
足
立
区
梅
島

３
の
６
の
17
▽
☎
03
・
６
８

０
７
・
２
１
３
５
▽
一
般
貨

物
運
送
・
特
定（
普
通
車
５

台
）

【
江
戸
川
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
リ
ュ
ウ
セ
イ

＝
江
東
区
猿
江
１
の
10
の
５

▽
☎
03
・
３
６
３
４
・
６
５

１
１
▽
一
般
貨
物
運
送（
け

ん
引
車
２
台
、
被
け
ん
引
車

15
台
）

【
葛
飾
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
＝

23
日　

食
料
・
酒
類
飲
料
専

門
部
会
役
員
会　

24
日　
物
流
経
営
士
課
程
宿

泊
研
修
に
係
る
講
義
内
容

事
前
打
ち
合
わ
せ
▽
労
務

厚
生
委
員
会
▽
フ
ェ
ス
タ

実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
▽

引
越
専
門
部
会
役
員
・
二

委
員
会
合
同
会
議

25
日　
環
境
対
応
支
援
策
説

明
会
▽
経
営
教
育
委
員
会

▽
物
流
経
営
士
課
程

26
日　
標
準
引
越
運
送
約
款

改
正
に
係
る
担
当
者
説
明

会
▽
会
長
候
補
者
選
出
管

理
委
員
会
▽
木
材
専
門
部

会
役
員
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
労

務
厚
生
委
員
会（
星
信
久
委

員
長
）は
４
月
24
日
、
東
ト

総
合
会
館
で
、
平
成
30
年
度

第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る

今
年
度
の「
血
圧
計
導
入
促

進
助
成
金
事
業
」
や
労
務
厚

　
東
ト
協
経
営
教
育
委
員
会

（
鈴
木
健
之
委
員
長
）は
４

月
25
日
、
東
ト
総
合
会
館
で

平
成
30
年
度
第
１
回
委
員
会

を
開
催
し
、29
年
度
に
実
施

し
た
事
業
内
容
を
報
告
し
た

後
、
今
年
度
の
人
材
養
成
や

経
営
改
善
対
策
な
ど
の
実
施

計
画
・
方
針
を
説
明
し
、
了

承
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
人

材
養
成
事
業
と
し
て
経
営
研

修
課
程（
経
営
者
・
経
営
者

実
務
研
修
・
パ
ソ
コ
ン
実
技

研
修
・
中
小
企
業
大
学
校
受

講
各
コ
ー
ス
）や
、
三
組
織

（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
会・

青
年
部
・
女
性
部
）の
各
研

修
を
実
施
す
る
。
加
え
て
、

物
流
経
営
士
課
程
に
よ
り
、

生
関
係
事
業
の
実
施
計
画
な

ど
を
審
議
・
承
認
し
た
。

　
同
日
は
所
用
で
欠
席
の
星

委
員
長
に
代
わ
り
、
西
野
毅

副
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

議
事
を
進
行
。

　

ま
ず
、
血
圧
計
導
入
助
成

の
実
施
要
領
に
つ
い
て
説

明
。
脳
・
心
臓
疾
患
の
要
因

と
な
る
高
血
圧
の
予
防
に

は
、
日
常
的
な
血
圧
測
定
が

重
要
な
た
め
、
全
ト
協
は
乗

務
前
点
呼
で
の
血
圧
測
定
に

活
用
で
き
る
、
高
機
能
な
血

圧
計
の
導
入
助
成
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、

全
ト
協
が
認
定
す
る
血
圧

計
を
対
象
に
、
１
台
当
た
り

５
万
円
を
上
限
に
取
得
価
格

の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
。

　

た
だ
全
ト
協
で
は
今
後
、

助
成
対
象
機
器
を
認
定
す
る

予
定
の
た
め
、
東
ト
協
で
は

対
象
機
器
の
決
定
を
受
け
、

業
界
の
次
代
を
担
う
人
材
養

成
を
推
進
す
る
。

　

経
営
改
善
対
策
事
業
で

は
、
ま
ず「
東
ト
協
経
営
分

析
調
査
」を
継
続
実
施
す
る
。

た
だ
、
業
界
の
経
営
指
標
と

す
る
に
は
集
計
事
業
者
数
が

少
な
い
面
が
あ
る
た
め
、
増

や
す
た
め
の
方
法
な
ど
を
検

討
す
る
。

　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会

な
ど
に
関
し
て
も
、
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
や
会
員

の
要
望
・
意
見
を
踏
ま
え
た

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
な

ど
、
さ
ら
に
充
実
を
図
っ
て

い
く
方
針
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
日
本
ト
ラ

　

東
ト
協
は
、
平
成
30
年
度

「
安
全
性
優
良
事
業
所
認
定

制
度
」（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）の

申
請
受
付
に
先
立
ち
、６
月

に
事
前
相
談
会
を
開
催
す

る
。
参
加
費
は
無
料
。

　

相
談
会
で
は
、
申
請
予
定

者
が
準
備
し
た
書
類
を
持
参

し
、
適
正
化
指
導
員
が
個
別

相
談
に
応
じ
る
。
開
催
日
程

な
ど
は
次
の
通
り
。

　

▽
本
部
会
場（
東
ト
総
合

会
館
）
＝
６
月
11
・
13
・
15

日
の
３
日
間
／
定
員
・
各
日

40
社
程
度
／
受
付
期
間
＝
５

明
会
を
開
催

し
、
東
ト
協

や
東
京
都
の

支
援
策
に
つ

い
て
説
明
し

た（
支
援
策

の
詳
細
は
６

面
掲
載
）。

　

説
明
会
で

は
、
都
環
境

局
環
境
改
善

部
自
動
車
環

境
課
の
上
原

麻
衣
子
規
制

監
察
担
当
課

長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
補
助
金

や
融
資
斡
旋
制
度
を
活
用
し
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
進
め
て
ほ
し

第
１
次
申
請
の
受
付
を
行
う

予
定
。
な
お
、助
成
申
請
は
、

先
着
順
で
受
け
付
け
る
。

　
今
年
度
の
労
務
厚
生
関
係

事
業
に
関
し
て
は
、
引
き
続

き
健
康
起
因
事
故
防
止
対
策

と
し
て
、「
健
康
診
断
助
成

事
業
」（
定
期
健
康
診
断
）を

行
い
、
１
社
30
人
を
上
限
に

１
人
当
た
り
１
０
０
０
円
助

成
す
る
。

　

あ
わ
せ
て「
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
検
査

助
成
事
業
」
を
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
総
合
的

な
健
康
管
理
対
策
や
、
24
時

間
電
話
健
康
・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
な
ど
を
実
施
す
る

方
針
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
本
部
集

団
健
診
に
つ
い
て
、
第
１
回

を
６
月
９・10
日（
記
事
別
掲
）

に
行
い
、第
２
回
を
11
月
24・

25
日
、
第
３
回
を
来
年
２
月

９
・
10
日
に
実
施
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
過
労
死
等
防

止
・
健
康
起
因
事
故
防
止
セ

ミ
ナ
ー
や「
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
」
実
践
的

活
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

ッ
ク
協
会
に
よ
る
経
営
分
析

事
業
や
、
中
小
企
業
信
用
保

険
法
業
種
指
定
継
続
の
た
め

の
輸
送
量
実
態
調
査
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
各
種
経
営

情
報
に
関
す
る
資
料
提
供
な

ど
を
行
う
。

　
情
報
シ
ス
テ
ム
化
事
業
で

は
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
な

ど
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
輸
送
相
談
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
適
切

な
苦
情
処
理
を
行
う
。

　

こ
の
後
、
同
委
の
所
管
事

業
に
関
し
て
意
見
交
換
。
物

流
経
営
士
課
程
や
セ
ミ
ナ

ー
・
研
修
会
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
、
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

い
」と
述
べ
た
。

　

こ
の
後
、
山
崎
美
奈
子
課

長
代
理（
低
公
害
化
支
援
担

当
）が
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク

導
入
補
助
金
や
環
境
保
全
資

金
に
つ
い
て
説
明
し
、
活
用

を
促
し
た
。

　

ま
た
東
ト
協
環
境
部
が
、

環
境
性
能
優
良
ト
ラ
ッ
ク
や

省
エ
ネ
対
策
用
機
器
の
導
入

補
助
の
ほ
か
、
低
炭
素
型
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加

速
化
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。      

　

こ
の
ほ
か
、
東
ト
協
の
第

38
回
地
方
近
代
化
基
金
融
資

や
信
用
保
証
料
助
成（
４
月

部
に
電
話
予
約
の
上
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
事

前
相
談
会
申
込
書
」（
５
月

18
日
掲
載
）を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す
る

　

▽
多
摩
支
部
会
場（
三
多

摩
自
動
車
会
館
）＝
６
月
８・

12
日
の
２
日
間
／
定
員
・
各

日
15
社
程
度

　
※
多
摩
支
部
へ
電
話
で
申

し
込
む

　
▽
申
し
込
み
先
・
問
い
合

わ
せ
先
＝
▽
本
部
／
東
ト
協

適
正
化
事
業
部（
☎
03
・
３
３

５
９
・
４
１
３
８
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03

・
３
３
５
９
・
６
０
０
９
）、

▽
多
摩
支
部（
☎
０
４
２
・
５

２
４
・
３
４
６
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

４
２
・
５
２
５
・
１
７
７
５
）

25
日
号
既
報
）、お
よ
び「
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
都「
貨
物
輸
送
評
価

制
度
」
に
関
す
る
説
明
を
行

っ
た
。

　

東
ト
協
は
４
月
25
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、
平
成
30
年

度「
環
境
対
応
支
援
策
」
説

月
18
日
～
６
月

７
日

　
※
事
前
に
本

部
適
正
化
事
業

　

東
ト
協
は
、
平
成
30
年
度

第
１
回
本
部
集
団
健
診（
定

期
健
康
診
断
）の
受
診
者
を

追
加
募
集
し
て
い
る
。
受
付

は
６
月
１
日
ま
で
。

　

第
１
回
本
部
健
診
は
６
月

９
・
10
日
、
東
ト
総
合
会
館

７
階
大
会
議
室
で

実
施
。
受
診
費
用

に
つ
い
て
は
、
所

定
の
要
件
に
よ
り

１
人
１
０
０
０
円

助
成
す
る
。

　

募
集
の
時
間
枠（
各

時
間
帯
と
も
定
員
80

人
）は
、次
の
通
り
。

　
〈
６
月
９
日
〉午
前
８
時
30

分
～
10
時
／
午
前
10
時
30
分

～
12
時
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分〈
６
月
10
日
〉午
前

８
時
30
分
～
10
時
／
午
前
10

時
30
分
～
12
時

　

な
お
、
詳
細
は
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
運
行
管
理
部

業
務
課（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
３

３
５
９
・
４
９
８
３
）

「環境対応支援策」説明会

労務厚生
委員会

血圧計導入助成を実施へ

人材養成事業の充実を検討

経
営
教
育
委
員
会

東ト協

Ｇ
マ
ー
ク
事
前
相
談
会

 

本
部
会
場 

５
月
18
日
か
ら
受
付

◆ 東 ト 協 ◆

追加募集
６月１日まで

第
１
回 

本
部
集
団
健
診

   

６
月
９
・
10
日

       電話・Ｗｅｂで健康相談
  お気軽にご利用を！
　東ト協は、会員事業者の従業員などを対象
に、メンタルヘルス関係を含めた各種健康相
談に応じる「24 時間電話健康相談」を行っ
ている。
　24 時間・365 日年中無休で、利用は無料。
メンタルヘルス関係の相談には心理専門職が
対応している。

　◆ 電話相談窓口 ◆
  フリーダイヤル０１２０－１０９－３７１
　あわせて、健康情報に関するＷｅｂサイト「健康・
こころのオンライン」（https：//www.heal thy-
hot l ine.com/ログインＩＤ＝tora）も利用可能。

無料

からだ・メンタルヘルス
東 

ト 

協
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（
１
）
交
通
安
全
対
策

　

○
交
通
事
故
・
労
災
事
故

防
止
活
動
を
具
体
的
に
展
開

　

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶
▽
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
充
実
に
よ
り
、
事
故
削

減
効
果
の
高
い
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
活
動
を
推
進
▽
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
装
着
に
よ
り
、

事
故
防
止
を
推
進
▽
運
輸
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
促

進
に
よ
る
事
故
防
止
の
確
実

な
実
施
▽
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

技
能
競
技
会
な
ど
を
開
催
▽

本
部
と
支
部
の
連
携
に
よ
る

効
果
的
な
交
通
安
全
活
動

（
統
一
実
施
日
）を
展
開
▽
運

転
記
録
証
明
書
交
付
料
助
成

事
業
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
等

支
援
事
業
を
実
施
▽
セ
ー
フ

テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
で
交
付
さ
れ
た
運

転
記
録
証
明
書（
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
）の
活
用
促
進
と
と
も
に
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記

録
さ
れ
た
日
常
運
転
業
務
中

に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
映

像
や
車
両
前
方
の
映
像
を
分

析
・
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
全
運
転
や
運
転
マ
ナ
ー
な

ど
を
競
う
支
部
・
事
業
者
対

抗
ベ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
、
評
価
結

果
と
適
性
診
断
結
果
を
関
連

付
け
て
効
果
的
な
ド
ラ
イ
バ

ー
教
育
が
行
え
る
活
用
講
座

を
実
施

　

○
運
転
者
の
安
全
教
育
、

整
備
管
理
者
研
修
や
運
行
管

理
者
試
験
事
前
講
習
の
円
滑

な
実
施
、
交
通
安
全
に
関
す

る
各
種
運
動
の
展
開
、
安
全

運
転
・
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
に
よ
る
安
全
意
識
の
醸
成

　

▽
整
備
管
理
者
研
修
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
の
周
知
活

動
▽
安
全
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
た
運
転
者
講
習
事
業

を
実
施
▽
初
任
運
転
者

特
別
講
習
を
実
施
▽
運

行
管
理
者
試
験
事
前
講

習
事
業
を
実
施
▽「
ト

ラ
ッ
ク
事
故
速
報
」
の
周
知

徹
底
に
よ
る
同
種
事
故
の
再

発
防
止
と
情
報
の
共
有
化

　

○
運
転
者
適
性
診
断
助
成

事
業
を
実
施

　

○
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）の
検
査
費
用
助
成

事
業
を
実
施

　

○
５
㌧
限
定
準
中
型
免
許

の
限
定
解
除
の
教
習
費
用
助

成
事
業
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ

　

平
成
30
年
度
は
、
協
会
の

基
本
理
念
・
基
本
戦
略
で
あ

る「
公
共
の
福
祉
に
寄
与
」

「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

社
会
的
地
位
の
向
上
」
の

も
と
、
協
会
改
革
の
た
め
の

「
10
の
施
策
」
の
７
番
目
の

項
目
で
あ
る
、
支
部
の
あ
り

方
の
検
討（
支
部
公
認
化
の

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
取

り
組
み
）と
し
て
、
支
部
補

助
金
の
創
設
を
は
じ
め
各
支

部
の
充
実
に
対
す
る
支
援
策

を
、
最
重
点
施
策
と
位
置
付

け
て
強
力
に
推
進
す
る
ほ

か
、「
10
の
施
策
」
で
実
施
中

の
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す

る
。

　
加
え
て
、「
協
会
ト
ラ
イ
ア

ル
２
０
１
８
」を
合
言
葉
に
、

レ
ー
キ
や
安
全
装
置
装
着
費

用
の
助
成
を
実
施

　

○
脳
血
管
疾
患
や
心
臓
疾

患
、
糖
尿
病
な
ど
に
起
因
す

る
、
突
発
的
な
意
識
障
害
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
血
圧
計
の
購
入
費
用
を

助
成
し
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
た
め
の
健
康
管
理
対

策
を
総
合
的
に
実
施

　

○「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
児

童
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
や
屋
外

広
報
ビ
ジ
ョ
ン
の
活
用
に
よ

り
、
交
通
安
全
な
ど
に
関
す

る
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施

（
２
）
環
境
対
策

　
○
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進

　

▽
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り

組
み
と
経
営
改
善
・
経
営
戦

略
を
推
進
▽
既
存
事
業
の
継

続
的
な
見
直
し
と
、
今
後
の

事
業
の
あ
り
方
を
検
討

　

○
圧
縮
天
然
ガ
ス（
Ｃ
Ｎ

Ｇ
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）・
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し

た
環
境
性
能
優
良
ト
ラ
ッ
ク

の
導
入
助
成
事
業
を
実
施

　

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
管
理
シ

ス
テ
ム（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）・
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー（
Ｄ
Ｒ
）
機

器
装
着
へ
の
助
成
事
業
に
よ

り
、省
エ
ネ
対
策
を
推
進

　

○
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
の
た
め
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
支
援
装
置
へ
の
助
成

事
業
に
よ
り
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
推
進
し
、省
エ
ネ・
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
を
促
進

　

○
環
境
タ
イ
ヤ（
リ
ト
レ

ッ
ド
タ
イ
ヤ
）へ
の
助
成
事

業
に
よ
り
、省
資
源
・
再
利
用

・
再
資
源
化
を
推
進

　

○
低
公
害
化
・
環
境
対
応

に
係
る
助
成
事
業
を
実
施
、

融
資
斡
旋
な
ど
の
申
請
・
相

談
に
対
応

　

○
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ

法
、環
境
確
保
条
例
、改
正
省

エ
ネ
法
な
ど
関
係
法
令
に
係

る
相
談
へ
の
対
応
と
各
種
情

報
の
提
供

　

○
東
京
都「
貨
物
輸
送
評

価
制
度
」
に
お
け
る
申
請
受

付
窓
口
業
務
の
実
施
と
普
及

啓
発
活
動
の
展
開

　
○
政
府
の「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」へ
の
対
応
と
、

東
京
都
が
目
指
す
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
都
市
」
へ
の
諸
施
策
と

の
連
携
に
よ
る
、
低
炭
素
社

会
の
構
築
に
向
け
た
積
極
的

な
取
り
組
み
を
促
進

　

○
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
創
設
さ
れ
た
東
京
都

「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」の
評

価（
認
定
）取
得
と
、グ
リ
ー

ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｇ

Ｐ
Ｎ
）「
エ
コ
商
品
ね
っ
と
」

掲
載
に
よ
る
荷
主
へ
の
ア
ピ

ー
ル
を
推
進

（
３
）
適
正
化
事
業
の
充
実

　

○
適
正
化
指
導
員
研
修
の

充
実
な
ど
、貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
の
円
滑
な
推
進

　

○
巡
回
指
導
時
の
厳
正
・

公
平
な
評
価
と
改
善
を
要
す

る
事
業
所
に
対
す
る
き
め
細

か
な
指
導
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
確
立
に
向
け
て
法
令

な
ど
の
周
知
徹
底

　

○
重
大
事
故
を
誘
発
す
る

飲
酒
運
転
、速
度
超
過
、過
労

運
転
、
過
積
載
運
行
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
、
事
業
者
や

運
行
管
理
者
を
対
象
と
し
た

啓
発
指
導
を
実
施

　

○
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
係
る
指
導
啓
発
を
実
施

　

○
東
京
都
貨
物
自
動
車
運

送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
評

議
委
員
会
の
円
滑
な
運
営

　
○「
安
全
性
優
良
事
業
所
」

を
認
定
す
る
、「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）」
の
認
定

拡
大
に
向
け
た
説
明
会
・
相

談
会
の
開
催
と
、
荷
主
や
利

用
者
な
ど
へ
の
周
知

（
４
）
経
営
環
境
改
善
対
策

　

○
中
小
企
業
経
営
改
善
対

策
　

▽
公
的
助
成
制
度
や
中
小

企
業
向
け
諸
施
策
へ
の
対
応

▽
東
ト
協
経
営
分
析
調
査
を

実
施
▽
事
業
経
営
に
役
立
つ

情
報
提
供
と
、
各
種
講
習
会

開
催
に
よ
る
会
員
サ
ポ
ー
ト

の
実
施
▽
交
付
金
事
業
や
会

員
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
内

容
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、協
会
業
務
の
周
知
と

非
会
員
の
協
会
加
入
を
促
進

▽
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
普
及
な

ど
情
報
シ
ス
テ
ム
化
を
推
進

▽
会
員
の
税
務・
財
務・
労
務

相
談
へ
の
対
応
な
ど
、経
営
相

談・経
営
指
導
の
充
実
強
化
対

策
を
推
進

　

○
適
正
運
賃
収
受
の
た
め

の
施
策
の
推
進

　

▽
さ
ら
な
る
原
価
意
識
の

徹
底
を
図
り
、
再
生
産
可
能

な
適
正
運
賃
収
受
に
取
り
組

む
た
め
、
引
き
続
き
運
送
原

価
計
算
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
会
員
事
業
者
の
経
営
健

全
化
と
経
営
の
底
上
げ
を
支

援
▽
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適

正
運
賃
を
確
保
し
、
荷
主
と

の
公
正
取
引
を
促
進
す
る
た

め
、
運
賃
問
題
を
検
討
▽
取

引
の
適
正
化
に
向
け
た「
書

面
化
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
通
じ
、書
面
取
引
の
普
及
・

定
着
▽「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
価
格
交
渉
ノ

ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

活
用
を
促
進
し
、
下
請
取
引

の
適
正
化
を
推
進

　

○
駐
車
問
題
対
策
へ
の
対

応
　

▽
駐
車
規
制
緩
和
区
間
拡

大
の
た
め
の
活
動
、
駐
車
違

反
取
り
締
ま
り
に
係
る
情
報

開
示
請
求
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
行
い
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
関
係
団

体
と
連
携
し
て
、
効
果
的

な
要
望
活
動
を
推
進

　

○
高
速
道
路
問
題
へ
の
対

応
　

▽
低
廉
な
料
金
体
系
と
す

る
こ
と
や
大
口
・
多
頻
度
割

引
な
ど
の
継
続・
拡
充
に
つ

い
て
、国
や
東
京
都
、Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
な
ど
に
対
し
積
極
的
に

要
望
活
動
を
展
開

　
○
車
両
資
材
対
策
な
ど

　

○
不
正
軽
油
の
使
用
防
止

対
策
の
推
進

　
○
専
門
部
会
活
動
の
推
進

　

▽
特
殊
車
両
通
行
許
可
の

適
正
化
を
推
進

（
５
）
都
民
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
広
報
対
策

　
○
各
種
広
報
活
動
の
推
進

　

▽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深

め
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
各
種
媒
体

な
ど
を
活
用
し
、
業
界
内
外

に
対
す
る
積
極
的
な
広
報
活

動
を
推
進
▽「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る

支
部
イ
ベ
ン
ト
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
効
果
的
な
広
報
活
動
を
推

進
　

○
輸
送
相
談
事
業
の
推
進

　

▽
輸
送
相
談
所
の
運
営
の

充
実
▽
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
の
普
及
促
進

（
６
）
労
働
対
策

　

○
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
対
応
し
、
女
性
労
働
力

や
高
齢
労
働
力
の
確
保
対
策

を
推
進

　

○
過
労
運
転
防
止
や
手
待

ち
時
間
の
改
善
な
ど
、
労
働

環
境
整
備
の
た
め
の
諸
施
策

を
推
進

　

○
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け

る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

東
京
都
地
方
協
議
会
に
対
応

　

○
会
員
事
業
所
に
所
属
す

る
運
転
者
の
健
康
管
理
の
徹

底
や
、
健
康
の
保
持
・
増
進

を
図
る
健
康
相
談
を
実
施

　

○
会
員
事
業
所
に
所
属
す

る
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
一

助
と
し
て
、
東
ト
協
健
康
相

談（
24
時
間
電
話
相
談
）、
健

康
情
報
に
関
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
利
用
の
推
進
、
心
理
専

門
職
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
電
話
相
談
を
実
施

　

○
労
務
管
理
の
適
切
な
対

応
を
図
る
た
め
、
労
務
相
談

員
制
度
を
充
実

　

○
労
災
保
険
収
支
改
善
運

動
や
労
災
事
故
撲
滅
運
動
の

推
進
、
労
災
保
険
収
支
改
善

対
策
を
実
施

　

○
契
約
保
養
所
の
拡
充
と

利
用
促
進

（
７
）
緊
急
輸
送
対
策

　

○
緊
急
物
資
輸
送
訓
練
な

ど
を
実
施
し
、
災
害
時
に
備

え
た
緊
急
物
資
輸
送
体
制
の

確
保
・
整
備
を
推
進

　

○「
災
害
時
に
お
け
る
東

京
都
災
害
備
蓄
倉
庫
で
の
荷

役
作
業
等
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
く
運
用
体
制
を
構
築

　

○
災
害
時
に
お
け
る
会
員

事
業
者
の
速
や
か
な
復
旧
の

た
め
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）を
推
進

　

○
緊
急
時
に
お
け
る
燃
料

確
保
対
策
の
検
討
と
関
係
機

関
へ
の
要
請

　

○
葛
西
緊
急
輸
送
セ
ン
タ

ー
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め

の
補
修
・
整
備

（
８
）
税
制
等
対
策

　
○
自
動
車
関
係
諸
税
の
軽

減
、
複
雑
な
税
体
系
の
簡
素

化
や
営
自
格
差
の
拡
大
な
ど

の
陳
情
・
要
望
活
動
を
展
開

　

○
高
速
道
路
料
金
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え
、
高
速
料
金

問
題
へ
適
切
に
対
応

　

○
新
税
導
入
や
各
種
関
係

諸
税
増
税
に
断
固
反
対
す
る

な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
関
わ
る
税
制
対
策
を
推
進

　

○
低
燃
費
ト
ラ
ッ
ク・環
境

性
能
優
良
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
導

入
に
対
す
る
、
税
制・
補
助
金

な
ど
支
援
措
置
の
延
長・拡
充

（
９
）
金
融
環
境
対
策

　

○
近
代
化
基
金
に
よ
る
融

資
の
斡
旋
と
ポ
ス
ト
新
長
期

な
ど
規
制
適
合
車
の
導
入
促

進
の
た
め
、
利
子
補
給
制
度

を
円
滑
に
実
施

　

○
国
や
関
係
金
融
機
関
に

対
し
て
融
資
制
度
の
拡
充
な

ど
を
要
望
し
、
金
融
環
境
・

経
営
環
境
の
改
善
を
推
進

（
10
）物
流
効
率
化
対
策

　

○
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ

る
物
流
体
系
の
構
築
に
対
応

　

○
物
流
効
率
化
や
輸
送
コ

ス
ト
の
低
減
に
資
す
る
軸
重・

車
高
規
制
な
ど
の
緩
和
要
望

と
、
高
速
道
路
料
金
引
き
下

げ
や
各
種
割
引
制
度
な
ど
の

拡
充
運
動
を
展
開

（
11
）人
材
養
成
事
業
の
推
進

　
○
教
育
研
修
の
推
進
事
業

　

▽
経
営
者
・
管
理
者
を
対

象
に
経
営
能
力
・
経
営
管
理

能
力
、
Ｉ
Ｔ
技
能
の
向
上
を

図
る
経
営
研
修
課
程
を
実
施

▽
中
小
企
業
大
学
校
の
物
流

経
営
戦
略
な
ど
の
講
座
受
講

を
推
進
▽
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

研
究
会
・
青
年
部
・
女
性
部

研
修
の
実
施
な
ど
、
人
材
養

成
事
業
の
充
実
▽
物
流
経
営

士
養
成
講
座
の
充
実

（
12
）首
都
直
下
地
震
に
お
け

る
緊
急
輸
送
支
援
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築

　

○
首
都
直
下
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
避
難
場
所
の
機
能

を
有
す
る
効
果
的
な
広
域
防

災
拠
点
と
し
て
、圏
央
道
周
辺

に
お
け
る
平
屋
建
て
の
集
荷
・

集
積
施
設
の
建
設
を
検
討

　
○「
災
害
時
等
の
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
書
」（
関
東
ト

ラ
ッ
ク
協
会
）に
基
づ
き
、相

互
応
援
体
制
の
整
備
を
推
進

　
○「
物
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
育
成
を
積
極
的
に
推
進

　

○
支
部
に
お
け
る
防
災
協

定
見
直
し
な
ど
に
対
す
る
積

極
的
な
支
援

（
13
）ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

の
開
催

　

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

な
ど
を
図
る
た
め
、「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
１
８
」
を
開
催
し
、
都

民
、
特
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

対
す
る
積
極
的
な
外
部
発
信

型
啓
発
活
動
を
実
施

（
14
）一
般
社
団
法
人
と
し
て

の
適
正
な
体
制
整
備

（
15
）本
部
・
支
部
の
業
務
体

制
強
化
と
会
員
増
強
対
策

（
16
）国
際
交
流
対
策

（
17
）関
連
事
業
対
策

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

を
は
じ
め
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
駐
車
問
題
へ
の
対
応
や

再
生
産
可
能
な
適
正
運
賃
・

料
金
の
収
受
、
労
働
力
の
確

保
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
的
と

し
て
各
種
支
援
事
業
を
展
開

し
、
各
支
部
や
関
連
団
体
と

も
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
以
下
の
重
点
事
項
を
推

進
す
る
。

事
業
計
画

目

標
事
業
計
画
（
概
要
）

東
ト
協

30年度

10の施策
①協会運営から協会経営に転換
②�３年先、５年先を見据えた協会
の将来計画の策定

③正副会長会の仕組みを変える
④本部組織の仕組みを変える
⑤トラック業界の社会的地位の向上
⑥防災・教育研修施設の建設
⑦支部のあり方の検討
⑧支部交付金の継続
⑨会員の増強策の検討
⑩東ト協の社会実験の実施

会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
を
推
進

「
支
部
の
充
実
支
援
」を
最
重
点
に

重 

点 

事 

項

3
月
の
理
事
会
で
決
定



第1151号 （６）協 会２０１８年（平成30年） ５月10日
【
環
境
性
能
優
良
ト
ラ
ッ
ク

導
入
補
助
】

　
◆
補
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者（
会
費
未
納
が

な
い
こ
と
）

　

◆
受
付
期
間
＝
平
成
30
年

５
月
15
日
～
31
年
１
月
31
日

（
４・５
月
の
登
録
車
両
は
６

月
15
日
ま
で
／
６
月
の
登
録

車
両
は
登
録
日
よ
り
20
日
以

内
）

　

◆
対
象
車
両
＝
新
車
新
規

登
録
車
で
、車
両
総
重
量
２
・

５
㌧
超
の
事
業
用
環
境
性
能

優
良
ト
ラ
ッ
ク（
使
用
の
本

拠
地
が
東
京
都
内
の
も
の
）

／
①
圧
縮
天
然
ガ
ス（
Ｃ
Ｎ

Ｇ
）ト
ラ
ッ
ク（
使
用
過
程
車

の
改
造
を
含
む
）、②
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド（
Ｈ
Ｖ
）ト
ラ
ッ
ク

　

※
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク

以
外
は
、
国
土
交
通
省
に
よ

る
補
助
と
の
併
用
が
前
提（
原

則
、
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
対
象
外
）

　

❖
国
土
交
通
省
の
補
助
制

度
＝
①
廃
車
を
伴
う
場
合
、

②
新
車
の
み
購
入
の
場
合
が

対
象
で
、
補
助
額
は
通
常
車

両
価
格
と
の
差
額
の
３
分
の

１
。
な
お
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ

ク
ま
た
は
Ｈ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を

３
台
以
上
導
入
す
る
こ
と
が

要
件（
購
入
・
リ
ー
ス
を
含

む
／
都
道
府
県
を
ま
た
が
る

場
合
も
対
象
）

　

※
経
年
車（
30
年
度
中
に

新
車
登
録
後
11
年
以
上
経

過
）の
廃
車
を
伴
う
場
合
は

１
台
か
ら
導
入
可
能
。
リ
ー

ス
導
入
も
リ
ー
ス
事
業
者
に

３
台
要
件
が
か
か
る
た
め
、

事
業
者
は
１
台
か
ら
導
入
可

能
　
※
要
件
緩
和
＝
次
の
認
定

・
認
証
を
取
得
し
て
い
る
事

業
者
は
３
台
要
件
を
免
除
さ

れ
、１
台
か
ら
導
入
可
能
。

　
①
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
、

②
安
全
性
優
良
事
業
所（
G

マ
ー
ク
事
業
所
）
認
定
、
③

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
ま
た
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

　

な
お
、３
台
要
件
に
満
た

な
い
場
合（
年
度
内
に
２
台

以
下
）は
、
購
入
に
限
り
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
み
補
助

【
省
エ
ネ
対
策
用
機
器
導
入

補
助
】

　

◆
補
助
対
象
者
＝
東
ト
協

会
員
事
業
者
で
、
都
内
を
使

用
の
本
拠
地
と
す
る
事
業
用

貨
物
自
動
車
に
、
省
エ
ネ
対

策
用
機
器
を
新
た
に
導
入
す

る
事
業
者

　

◆
受
付
期
間
＝
６
月
１
日

～
31
年
２
月
28
日（
予
定
台

数
・
予
算
枠
に
達
し
た
時
点

で
、受
付
終
了
）

　

※
補
助
対
象
機
器
・
補
助

額
は
、次
の
通
り

　

◎
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
管
理
シ
ス
テ
ム
）・
Ｄ
Ｒ

（
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
）

用
車
載
器

　

◆
補
助
額（
定
額
）
＝
①

Ｅ
Ｍ
Ｓ
用
車
載
器
／
１
万

円
、②
Ｄ
Ｒ
用
車
載
器〈
標
準

型
〉
／
１
万
円
、
▽
同
〈
運

行
管
理
連
携
型
〉
／
国
の
補

助
が
な
い
場
合
・
２
万
円
、

／
国
の
補
助
が
あ
る
場
合
・

１
万
円

　

◆
補
助
台
数
＝
①
Ｅ
Ｍ
Ｓ

用
車
載
器
３
０
０
台
、
②
Ｄ

Ｒ
用
車
載
器
８
５
０
台（
①
②

合
わ
せ
て
１
社
15
台
ま
で
）

◎
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

支
援
機
器

　

◆
補
助
額
＝
①
蓄
熱
マ
ッ

ト
等（
購
入
の
み
）／
購
入

価
格
の
２
分
の
１
ま
た
は

１
万
５
０
０
０
円（
上
限
）の

ど
ち
ら
か
低
い
金
額
、
②
エ

ア
ヒ
ー
タ
ー
・
車
載
バ
ッ
テ
リ

ー
式
冷
房
装
置（
購
入
・
リ

ー
ス
）／
購
入
価
格
の
２
分

の
１
ま
た
は
６
万
円（
上
限
）

の
ど
ち
ら
か
低
い
金
額

　

※
国
の
補
助
が
あ
る
場

合
、
そ
の
額
に
応
じ
て
補
助

を
減
額
す
る
こ
と
が
あ
る

　

◆
補
助
台
数
＝
25
台（
１

社
５
台
ま
で
）

◎
環
境
タ
イ
ヤ
（
リ
ト
レ
ッ

ド
タ
イ
ヤ
）

　

◆
補
助
額
＝
購
入
金
額

の
２
分
の
１
ま
た
は
５
万
円

（
上
限
）の
ど
ち
ら
か
低
い
金

額（
東
ト
協
指
定
の
環
境
タ

イ
ヤ
購
入
が
対
象
）

　

※
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ

ジ
ャ
パ
ン
の
エ
コ
バ
リ
ュ
ー

パ
ッ
ク
も
対
象（
30
年
度
内

の
契
約
締
結
に
限
る
）

　

◆
補
助
事
業
者
数
＝
１
０

０
社（
１
社
１
申
請
の
み
）

　

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ

先
＝
東
ト
協
環
境
部「
環
境

対
策
窓
口
」（
☎
03
・
３
３
５

９
・
６
６
７
２
／
受
付
時
間

＝
平
日〈
月
～
金
曜
日
〉
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
・

午
後
１
時
～
５
時
）

　

※
詳
細
は
、
東
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

【
都
環
境
保
全
資
金
】

　

中
小
企
業
者（
個
人
事
業

者
を
含
む
）が
指
定
低
公
害
・

低
燃
費
車
を
購
入
す
る
際
、

都
が
融
資
を
斡
旋
し
、
東
京

信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証

に
よ
り
取
扱
金
融
機
関
が
融

資
。
融
資
利
率
が
低
利
で
、

都
が
利
子
補
給
や
信
用
保
証

料
を
補
助
す
る
。

　

■
融
資
対
象
車
両
な
ど
＝

指
定
低
公
害
・
低
燃
費
車
へ

の
買
い
換
え
＝
所
有
の
旧
規

制
車
両
を
道
路
運
送
車
両
法

15
条
ま
た
は
16
条
に
基
づ
く

抹
消
を
行
い
、
①
車
両
総
重

量
が
同
程
度
へ
の
買
い
換

え
、
②
廃
車
す
る
自
動
車
の

車
検
証
上
の
所
有
者
が
申
込

者
と
同
一
、
③
廃
車
す
る
自

動
車
が
都
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

規
制
に
適
合
ま
た
は
規
制
対

象
外
、
④
乗
用
車
か
ら
貨
物

車
な
ど
、
使
用
目
的
が
異
な

る
自
動
車
へ
の
買
い
換
え
で

な
い
―
の
各
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
場
合

　
■
融
資
限
度
額
＝
１
企
業

１
億
円

　
■
融
資
利
率
＝
受
付
時
の

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
以
内

（
固
定
金
利
、年
利
）

　
■
貸
付
期
間
＝
７
年
以
内

　
■
償
還
方
法
＝
毎
月
元
金

均
等
返
済（
元
金
６
か
月
据

え
置
き
）

　
■
補
助
率
＝
利
子
補
助
２

分
の
１
／
保
証
料
補
助
３
分

の
２

　
■
申
請
受
付
期
間
＝
４
月

２
日
～
31
年
３
月
29
日

　
■
申
込
先
＝
取
扱
金
融
機

関
　

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
都
環

境
局
環
境
改
善
部
自
動
車
環

境
課
融
資
担
当（
☎
03
・
５

３
８
８
・
３
５
３
５
）

【
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
導
入
補
助
】

　
■
補
助
対
象
者
＝
都
内
の

中
小
企
業
者

　
■
補
助
対
象
車
両
＝
Ｃ
Ｎ

Ｇ
自
動
車（
車
両
総
重
量
３
・

５
㌧
以
下
を
除
く
）

　

■
補
助
額
＝
①
車
両
総
重

量
８
㌧
超
／
１
台
20
万
円
、

②
同
８
㌧
以
下
３
・
５
㌧
超

／
１
台
10
万
円

　
■
申
請
受
付
期
間
＝
４
月

９
日
～
31
年
２
月
28
日

　

■
実
績
報
告
締
め
切
り
＝

31
年
３
月
29
日

【
Ｈ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
導
入
補
助
】

　

■
補
助
対
象
者
＝
都
内

の
中
小
企
業
で
、
①
一
般
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
者
、
②

第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事

業
者
、
③
自
動
車
リ
ー
ス
事

業
者（
企
業
規
模
は
問
わ
な

い
）。
た
だ
し
、使
用
者
が
①

②
に
該
当
す
る
場
合
の
み

　
■
補
助
対
象
車
両
＝
Ｈ
Ｖ

ト
ラ
ッ
ク

　

■
補
助
予
定
台
数
＝
最

大
積
載
量
４
㌧
未
満
１
４
０

台
、同
４
㌧
以
上
10
台

　
■
補
助
額
＝
通
常
車
両
と

の
価
格
差
か
ら
国
の
補
助
額

を
除
い
た
額
の
２
分
の
１

　

■
補
助
限
度
額
＝
①
最
大

積
載
量
４
㌧
未
満
／
１
台
16

万
４
０
０
０
円
、②
同
４
㌧
以

上
／
１
台
57
万
１
０
０
０
円

　
■
申
請
受
付
期
間
＝
５
月

11
日
～
31
年
２
月
28
日

　

■
実
績
報
告
締
め
切
り
＝

31
年
３
月
29
日

　

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

＝
都
環
境
局
環
境
改
善
部
自

動
車
環
境
課
低
公
害
化
支
援

担
当（
☎
03
・
５
３
８
８
・
３

５
３
５
）

　

※
詳
細
は
、
都
環
境
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
自
動
車
環
境

⇒

融
資・補
助
金
」を
参
照

　

◆
補
助
台
数

＝
１
２
３
台

　

◆
補
助
額
＝

車
種
別
の
補
助

額
は
、
下
表
の

通
り
。
購
入
・

リ
ー
ス
の
い
ず

れ
も
同
額

　

◆
申
請
手
続

き
＝
事
前
申
請

を
基
本
に
、
交

付
決
定
を
受
け

た
新
規
登
録
車

（
使
用
過
程
車

の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
改
造

車
は
除
く
）で
、

31
年
３
月
15
日

ま
で
に
登
録
完

了
・
実
績
報
告

が
可
能
な
こ
と

東
京
都
の
支
援
策

東
ト
協
の
支
援
策

※
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
東
京
都
の
支
援
策

♠ 車種別補助額一覧 ♠

車　種
通常車両

との
価格差

  関係機関別・補助額（上限額） 補助額計
（国交省＋都＋
  トラック協会）

積載クラス
国土交通省 東京都

（中小事業者）
トラック協会
（全ト協分含む）［車両総重量クラス］

ＣＮＧトラック
２トン 80.0 26.6 10.0 23.4 60.0
４トン 300.0 100.0 10.0 87.5 197.5

ＣＮＧトラック( 大型 )［25トン］ 850.0 ー 20.0 150.0 170.0
ＣＮＧトラック

（ 改 造 ）
２トン 80.0 26.6 　ー 15.0 41.6
４トン 300.0 100.0 　ー 15.0 115.0

H V トラック
２トン 77.0 25.6 16.4 9.7 51.7
４トン 268.0 89.3 57.1 33.5 179.9

注：東京都のＣＮＧトラック補助は、車両総重量8トン超の場合は20万円となる

（単位：万円）

30
年
度 
環
境
対
応
支
援
策



（７） 第1151号２０１８年（平成30年） ５月10日総 合

◎交差点通行時は左右の安全確認を行い、自転車等
　の動きに注意を払うこと‼
日 時    ４月18日（水） 13 時 56分頃発生（曇天）
場 所 瑞穂町内〈国道 16号〉

当事者  事業用準中型貨物車（ 男性30歳代後半）×自転車（ 男性12歳 死亡） 

順番は過失の軽重を示すものではありません

状  況

概  要 交差点を通行中の事業用準中型貨物車が、横断
歩道を通行中の自転車と衝突したもの。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、平
成
29
年
の「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
す
る

賃
金
・
労
働
時
間
デ
ー
タ
集
」

を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、「
き
ま
っ
て
支
給
す
る
現

金
給
与
額
・
月
間
」（
月
間
給

与
額
）は
、
従
業
員
99
人
以

下
の
規
模
で
は
前
年
よ
り
増

加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

の
規
模
は
減
少
と
な
っ
て
い

る
。

　

厚
生
労
働
省「
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
」（
昨
年
７
月

に
調
査
）か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業（
道
路
貨
物
運
送
業
）

に
関
す
る
部
分
を
抽
出
し
、

作
成
し
た
も
の
。
29
年
の
月

間
給
与
額（
超
過
労
働
給
与

額
を
含
む
）は
、表
の
通
り
。

　

従
業
員
10
人
以
上
の
全
職

種
平
均
は
32
万
３
６
０
０
円

で
前
年
と
同
額
だ
が
、
こ
の

う
ち
10
～
99
人
規
模
は
31
万

９
６
０
０
円
で
同
８
２
０
０

円
の
増
加
。
こ
れ
に
対
し
、

１
０
０
～
９
９
９
人
規
模
は

31
万
８
３
０
０
円
で
同
１
万

２
２
０
０
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

５
～
９
人
規
模
を
含
め
、

99
人
以
下
の
規
模
で
は
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

上
の
規
模
で
は
逆
に
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

　

職
種
別
に
み
る
と
、
営
業

用
大
型
貨
物
自
動
車
運
転
者

の
月
間
給
与
額
は
、
従
業
員

10
人
以
上
で
は
35
万
３
２
０

０
円
で
同
４
６
０
０
円
の
増

加
。
こ
の
う
ち
10
～
99
人
規

模
で
は
34
万
４
２
０
０
円
で

同
５
４
０
０
円
の
増
加
。
こ

れ
に
対
し
、
１
０
０
～
９
９

９
人
規
模
で
は
36
万
３
６
０

０
円
で
同
３
０
０
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
る
。

　

普
通
・
小
型
運
転
者
の
月

間
給
与
額
も
同
様
の
傾
向
。

従
業
員
10
人
以
上
で
は
31
万

６
９
０
０
円
で
同
８
４
０
０

円
の
増
加
。
こ
の
う
ち
10
～

99
人
規
模
で
は
30
万
５
０
０

円
で
同
９
４
０
０
円
の
増
加

だ
が
、
１
０
０
～
９
９
９
人

規
模
で
は
29
万
３
３
０
０
円

で
同
１
万
６
７
０
０
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、労
働
時
間（
月
間
）

に
関
し
て
は
、
従
業
員
10
人

以
上
の
規
模
全
体
の
超
過

実
労
働
時
間（
時
間
外
労
働
）

は
34
時
間
で
同
１
時
間
の
増

加
。
こ
の
う
ち
10
～
99
人
規

模
で
は
31
時
間
で
同
５
時

間
の
増
加
だ
が
、
１
０
０
～

９
９
９
人
規
模
で
は
33
時
間

で
同
６
時
間
の
減
少
。

　

な
お
、
５
～
９
人
規
模
の

時
間
外
労
働
は
22
時
間
で
同

８
時
間
の
増
加
。
ま
た
１

０
０
０
人
以
上
の
規
模
で
も

40
時
間
と
同
３
時
間
増
え
て

い
る
。

 

詳
細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
平
成
30
年
度「
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
」（
引
越

安
心
マ
ー
ク
）の
申
請
受
付

を
行
う
。
申
請
期
間
は
７
月

20
日
か
ら
８
月
６
日（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
。
こ
れ
に

伴
い
全
ト
協
は
、
既
に
４
月

23
日
か
ら
申
請
書
類
を
頒
布

し
て
い
る（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。

　

ま
た
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
新
規
・
更
新
申
請
に
関

す
る
説
明
会
を
順
次
開
催
。

既
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
５

月
８
日
に
全
ト
協
で
実
施
し

た
の
に
続
き
、
６
月
５
日
、

全
ト
協
で
開
催
す
る（
時
間

は
午
前
10
時
30
分
～
12
時
）。

　

申
請
資
格
は
、
①
引
越
に

関
わ
る
全
て
の
事
業
所（
営

業
所
）に
、
全
ト
協
が
申
請

の
前
年
か
ら
３
年
度
以
内
に

行
っ
た
引
越
管
理
者
講
習
を

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
深

川
支
部（
高
取
言
彦
支
部
長
）

と
城
東
支
部（
浅
野
利
幸
副

支
部
長
・
支
部
長
代
理
）は

４
月
27
日
、
江
東
区
の
テ
ィ

ア
ラ
こ
う
と
う
で
合
同
の
事

故
防
止
大
会
を
開
催
し
、「
深

川
・
城
東
両
支
部
か
ら
は
死

寄
与
〟
す
る

た
め
に
は
、

交
通
安
全
に

寄
与
す
る
こ

　

東
ト
協
北
支
部（
上
野
紀

一
支
部
長
）は
４
月
21
日
、

区
立
柳
田
小
学
校（
貝
塚
一

石
校
長
）で
、
警
視
庁
王
子

警
察
署
の
協
力
に
よ
り
、「
ト

ラ
ッ
ク
交
通
安
全
教
室
」
を

開
催
し
た
。
新
１
年
生
を
対

象
に
公
開
授
業
と
し
て
実
施

し
、
児
童
の
保
護
者
な
ど
も

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
上
野
支
部
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
の

仕
事
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
」
と
強
調
し
た
上
で
、

「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

交
通
安
全
に
努
め
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

　
東
ト
協
と
警
視
庁
交
通
部

に
よ
る
交
通
安
全
活
動「
い

っ
し
ょ
に
安
全
‼
」
の
一
環

修
了
し
た
者
が
１
人
以

上
在
籍
し
て
い
る
こ

と
、
②
引
越
に
関
わ
る

全
て
の
事
業
所（
営
業

所
）が
、
安
全
性
優
良

事
業
所（
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
事
業
所
）で
あ
る
こ

と
、
ま
た
は
別
途
定
め

る
安
全
性
優
良
事
業
所

に
準
ず
る
取
り
扱
い
を

行
う
審
査
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
︱
な
ど
。

　

申
請
料
は
、
申
請
事

業
所
数
に
よ
り
異
な
り
、
１

～
10
事
業
所
は
３
０
０
０
円
、

11
～
50
事
業
所
は
１
万
円
、

51
事
業
所
以
上
は
３
万
円
。

た
だ
し
、
安
全
性
優
良
事
業

所
の
認
定
未
取
得
の
事
業
所

が
あ
る
場
合
、
別
途
、
１
事

業
所
当
た
り
５
０
０
円
の
審

査
手
数
料（
税
込
み
）が
必

と
し
て
、
昨
年
に
続
き
実
施

し
た
も
の
で
、
同
支
部
の
ト

ラ
ッ
ク
の
ほ
か
、
王
子
署
の

協
力
に
よ
り
パ
ト
カ
ー
や
白

バ
イ
も
参
加
。

　
同
支
部
の
会
員
事
業
者
が

２
㌧
車
や
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）を
搭
載
し

た
４
㌧
ウ
イ
ン
グ
車
、
大
型

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
を
使
い
、

ト
ラ
ッ
ク
は
死
角
部
分
や
内

輪
差
が
大
き
く
、
巻
き
込
み

事
故
に
遭
う
危
険
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
実
演
し
な
が
ら

説
明
し
た
。

  

引
き
続
き
、参
加
し
た
児

童
や
保
護
者
が
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
席
や
荷
台
に
乗
り
、
運

転
席
か
ら
見
え
な
い
死
角
が

と
が
一
番
」
と
強
調
し
、
事

故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
た
。

　

引
き
続
き
、
警
視
庁
交
通

理
が
、
深
川
支
部

30
事
業
所
１
１
１

チ
ー
ム
と
城
東
支

部
32
事
業
所
96
チ

ー
ム
の
代
表
に
対

し
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
っ
た
。

　

こ
の
後
、
江
森

副
会
長
を
は
じ

め
、
東
京
運
輸
支

局
の
検
査
整
備
保

安
担
当
の
福
嶋
正

男
首
席
陸
運
技
術

専
門
官
、
亀
戸
労

働
基
準
監
督
署
の

部
主
催
の
平
成
29
年
度「
セ

ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
」で
、無
事
故
・
無

違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
の

所
属
事
業
者
を
表
彰
。
協
会

本
部
の
江
森
東
副
会
長（
運

輸
安
全
委
員
長
）、お
よ
び
高

取
支
部
長
と
浅
野
支
部
長
代

亡
事
故
を
出
さ
な
い
、
一
件

の
事
故
も
出
さ
な
い
」
と
の

大
会
宣
言
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
深
川
支
部
の
高
取

支
部
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、「
東
ト
協
の
理
念

に
掲
げ
る〝
公
共
の
福
祉
に

要
。

　

▽
申
請
書
の
送
付
・
問
い

合
わ
せ
先
＝
全
ト
協
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
・
申
請

受
付
係（
☎
03・
５
９
２
５・

８
９
８
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
03・３
３
５

４
・
１
０
１
９
、電
子
メ
ー

ル
：h

ikkosh
i-ansin@

jta.or.jp

）

工
藤
滝
光
署
長
、
深
川
警
察

署
の
西
村
健
一
交
通
課
長
代

理
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。

　

江
森
副
会
長
は
、
会
員
第

一
当
事
者
死
亡
事
故
の
発
生

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
上
で
、「
経
営
者
・
管
理

者
と
運
転
者
が
一
丸
と
な
っ

て
、
事
故
防
止
活
動
に
努
め

て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

　

大
会
で
は
、
深
川
支
部
の

結
城
賢
進
常
任
理
事
が
大
会

宣
言
を
読
み
上
げ
、
参
加
者

全
員
で「
深
川
・
城
東
両
支

部
か
ら
は
死
亡
事
故
を
出
さ

な
い
ぞ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
し
、
事
故
防
止
の
徹

底
を
期
し
た
。

　

こ
の
後
、
城
東
支
部
の
浅

野
支
部
長
代
理
が
閉
会
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
改
め
て
事

故
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
た
。

あ
る
こ
と
な
ど

を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。

　
交
通
安
全
教

室
で
は
こ
の

後
、
王
子
署
交

通
課
の
斉
藤
朋

一
係
長
が
安
全

講
話
を
行
い
、

交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う

児
童
に
呼
び
か

け
た
。

引越事業者
優良認定

申
請
期
間 

７
月
20
日
～
８
月
６
日

ト
ラ
ッ
ク
交
通
安
全
教
室

新
１
年
生
を
対
象
に
開
催

No.839 賃
金
・
労
働
時
間

デ
ー
タ
集
を
作
成

全ト協

29年

月間給与額が増加に
時間外労働も増える

東ト協
北支部

東
ト
協

深
川・城
東
支
部

従業員99人以下

30年度 全ト協

合
同
事
故
防
止
大
会

 
 「

無
事
故
」期
し
て
宣
言

従業員規模 全職種 大  型 普通・小型

5 ～ 9人 300,100 ー ー( 14,400)

10人以上 323,600 353,200 316,900
（ 0 ） （ 4,600） （ 8,400）

10 ～ 99人 319,600 344,200 300,500
（ 8,200） （ 5,400） （ 9,400）

100 ～ 999人 318,300 363,600 293,300
（ -12,200） （ -300）（ -16,700）

1,000人以上 334,500 367,100 351,500
（ -700 ） （ 13,900） （ 17,500）

単位：円、（　）内は前年比
29年の月間給与額
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的
に
示
す
。
国
力
を
維
持

し
て
い
く
中
心
に
な
る
年

齢
層
で
あ
る
。
た
だ
、
人

口
が
減
少
す
る
中
で
、
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
、
肝

心
の
生
産
年
齢
人
口
は
減

り
つ
つ
あ
る
◆
わ
が
国

で
は
、
団
塊
世
代
と
そ
の

ジ
ュ
ニ
ア
の
世
代
が
生
産

年
齢
人
口
の
多
数
を
占

め
、
わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

高
め
て
き
た
。
日
本
経
済

団
体
連
合
会
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
２
０
３
０
年
に
中
国
、

米
国
、
イ
ン
ド
に
次
ぎ
４

位
に
な
り
、
２
０
５
０
年

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
に
追
い
越
さ

れ
、８
位
に
落
ち
る
と
予

測
し
て
い
る
◆
こ
の
順
位

に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い

に
し
て
も
、
そ
う
な
る
要

因
が
、
高
齢
化
の
進
行
で

働
き
手
が
減
る
た
め
で
あ

る
な
ら
ば
、
や
は
り
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
も
う
一

つ
は
、
発
展
途
上
国
と
い

わ
れ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
賃

金
が
上
昇
し
、
わ
が
国
と

同
レ
ベ
ル
に
な
る
と「
出

稼
ぎ
」
労
働
者
が
少
な
く

な
り
、
わ
が
国
の
働
き
手

は
ま
す
ま
す
足
り
な
く
な

る
◆
こ
う
見
て
く
る
と
、

将
来
が
暗
く
な
っ
て
し
ま

う
。「
企
業
は
人
で
あ
る
」

と
よ
く
い
わ
れ
る
。
事
業

の
継
続
・
発
展
に
は
人
材

確
保
が
必
須
の
条
件
だ

が
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の

か
。
不
安
が
残
る
。

　
「
生
産
年
齢

人
口
」
と
い
う

の
は
、
15
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の

年
齢
層
を
総
称

「スタート」から中心に向かって、2・
3・4・5文字の漢字熟語のしりとりを完
成させましょう。空いたマス目に入る文
字は、下のリストから選びます。文字は
それぞれ1回しか使えません。マス目を
埋めたら、リストに4つだけ文字が残り
ます。その4文字を並べ替えて、意味の
ある言葉にしたものが解答です。

 漢字の熟語のしりとり

　官製はがきに、①答え②あなたの住所・郵
便番号③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙へのご意
見・ご要望を明記し、お送りください。正解者
の中から抽選で３名様に図書カード（1,000円
分）をプレゼント。
☆  インターネットでのご応募も可能です。
     https://www.totokyo.or.jp/
☆  インターネット応募の場合、解答フォー

ムをご利用ください。東ト協ＨＰトップ「会
員の皆様へ」をクリックし、「東京都トラッ
ク時報→」から「パズル＆クイズ解答フォー
ム」へ。

★4月10日号「二字熟語のしりとりパスル」の
正解は 「配送→産業」でした。

●締め切り
5月末日（正解は6月10日号に掲載）

●宛先
〒160‐0004  新宿区四谷３−１−８

（一社）東京都トラック協会
広報部 「トラック時報」係

応 募 方 法

刀
地
治

質

理

粧種

母
率線

火

生

屋

名

記計芸

話離

間

上
本

妻

病無

災
息

投
善

行

第63回

まちかど写真家 筑峯  総太

　
品
鶴
線
と
書
い
て
な
ん
と
読

む
か
。「
し
な
づ
る
せ
ん
」で
は

な
く
、「
ひ
ん
か
く
せ
ん
」と
読

む
。
鉄
道
関
係
者
や
鉄
道
愛
好

家
、
お
よ
び
歴
史
家
や
当
時
の

こ
と
を
知
る
者
で
な
い
と
、
こ

の
路
線
名
は
読
め
な
い
だ
ろ
う
。

　
終
端
の
駅
名
の
頭
を
取
っ
て

路
線
名
に
す
る
こ
と
は
よ
く
あ

る
こ
と
で
、
同
線
は
品
川
か
ら

鶴
見（
17
・
８
㌔
㍍
）を
結
ぶ

路
線
と
い
う
こ
と
。
東
海
道
本

線
の
支
線
で
、
国
鉄
時
代
か
ら

今
日
ま
で
通
称
で
呼
ば
れ
る
。

　
１
９
２
１（
大
正
10
）年
、京

浜
工
業
地
帯
の
発
展
に
よ
り
、

貨
物
専
用
の
軍
用
線
と
し
て
計

画
さ
れ
、
土
地
買
収
が
始
ま
っ

た
。
開
通
し
た
の
は
１
９
２
９

（
昭
和
４
）年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
は
、
お
国
の
た
め
と
、

破
格
な
安
さ
で
買
収
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。
あ
わ
せ
て
、
沿
線

住
民
は
蒸
気
機
関
車
の
煤ば
い
え
ん煙、

騒
音
に
も
耐
え
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
こ
の
路
線
が
将
来
、
旅

客
化
を
熱
望
し
て
い
た
こ
と

と
、
上
池
上
付
近
に
駅
設
置
へ

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う

な
誘
致
運
動
の
甲
斐
も
な
く
、

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
１
９
６
４（
昭
和
39
）年
、東

海
道
新
幹
線
の
品
川
か
ら
多
摩

川
間
の
建
設
で
は
、
土
地
買
収

の
困
難
を
避
け
る
べ
く
、
品
鶴

線
の
用
地
を
流
用
し
て
い
る
。

１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
は
、

東
海
道
線
と
横
須
賀
線
の
分
離

に
よ
り
、
横
須
賀
線
や
成
田
エ

ク
ス
プ
レ
ス
が
走
る
。
あ
わ
せ

て
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
な
ど
は

大
崎
支
線
へ
と
分
岐
し
、
新
宿

方
面
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
。

　

近
年
、
武
蔵
小
杉
駅
の
設
置

は
実
現
し
た
も
の
の
、
大
田
区

内
に
駅
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
品
川
駅
の
コ
ン
コ
ー

ス
に
は
郵
便
荷
物
車
を

象
か
た
ど
っ
た
ポ
ス
ト
が
あ
る
。

傍
ら
に
、
し
っ
か
り
品
鶴

線
の
表
記
と
０
キ
ロ
ポ
ス

ト
が
立
っ
て
い
る（
写
真
）。

沿
線
を
巡
り
、
品
鶴
線
の

名
残
を
感
じ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。
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ち
ょ
う
ど
50
年
前

の
１
９
６
８（
昭
和

43
）
年
５
月
、
テ
レ

ビ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
課

長
・
黒
井
は
、パ
リ
・

カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

の
学
生
と
警
官
隊

の
激
し
い
衝
突

を
撮
っ
た
フ
イ

ル
ム
の
中
に
、

あ
の
九
鬼
を

見
つ
け
る
。

　
九
鬼
。
か
つ
て
学
生
運
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
黒
井
を
デ

モ
に
参
加
さ
せ
、黒
井
の
ガ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
・
城
野
理
江
子

を
恋
人
に
し
て
し
ま
っ
た
男
。

そ
し
て
、一
瞬
に
し
ろ
黒
井
た

ち
に
愛
と
革
命
の
夢
を
抱
か

せ
な
が
ら
、忽こ
つ
ぜ
ん然と
姿
を
消
し

て
い
っ
た
男
。

　

そ
れ
か
ら
10
数
年
、
彼
が
五

月
革
命
の
パ
リ
に
い
る
！

　

黒
井
は
テ
レ
ビ
局
に
就
職

し
、
結
婚
し
、
労
働
組
合
の
委

員
長
と
し
て
活
動
し
て
い
た

が
、
そ
の
頃
は
、
課
長
に
昇
進

し
て
管
理
者
側
に
移
っ
た
。

　

か
つ
て
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン

ド
、
九
鬼
の
恋
人
は
、
ジ
ョ
ー

と
名
乗
っ
て
バ
ー
の
経
営
者
と

な
り
、
今
は
黒
井
の
愛
人
で
あ

る
。

　

黒
井
は
、
五
月
革
命
ま
っ
た

だ
中
の
パ
リ
へ
発
つ
。
ニ
ュ
ー

ス
番
組
の
取
材
に
名
を
借
り

て
、あ
の
九
鬼
に
会
う
た
め
だ
。

九
鬼
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？

　

当
時
の
国
際
空
港
、
オ
ル

リ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

黒
井
は
、
ア
リ
タ
リ
ア
で
ロ
ー

マ
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
飛

び
、
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
て
パ

リ
へ
入
る
。
パ
リ
は
、
ス
ト
ラ

イ
キ
で
清
掃
車
も
ス
ト
ッ
プ
し

て
ゴ
ミ
の
山
、
腐
臭
に
満
ち
て

い
た
。
地
下
鉄
も
動
か
ず
、
食

材
の
来
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
休

業
。
た
だ
、
学
生
た
ち
が
自
主

１９６８年頃の五木寛之氏（『青春 1 9 6 8 』より）

管
理
す
る
美
術
学
校
だ
け
が
、

自
由
で
明
る
か
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
舗
道
に
降
り

て
《
石
だ
た
み
を
剥
が
せ
！　

こ
の
下
は
海
だ
》を
合
言
葉
に
、

剥
が
し
た
石
を
警
官
隊
に
投
げ

つ
け
た
。
街
路
樹
の
プ
ラ
タ
ナ

ス
を
倒
し
て
バ
リ
ケ
ー
ド
を

築
き
、
ゲ
バ
棒
で
装
甲
車
に
向

か
っ
た
。

　

マ
ル
キ
ス
ト
を
表
す
赤
旗
、

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
黒
い
旗
が
翻

る
陰
の
幹
部
席
に
い
た
の
は
、

確
か
に
九
鬼
だ
！ 

黒
井
は
、カ

メ
ラ
を
抱
え
て
突
進
し
て
倒
さ

れ
る
…
…
。

　

よ
う
や
く
連
絡
が
取
れ
た

が
、
約
束
の
場
所
に
九
鬼
は
来

な
か
っ
た
。

　

果
た
し
て
、
デ
モ
の
男
は
九

鬼
だ
っ
た
か
。
も
う
ど
う
で
も

い
い
、
と
黒
井
は
思
う
。
パ
リ

に
来
た
の
は
、
自
分
の
中
に
い

た
は
ず
の
九
鬼
を
確
か
め
る
た

め
だ
っ
た
。
あ
の
挫
折
し
た
青

春
の
残
像
を
探
す
旅
だ
っ
た
…

…
。

　
わ
れ
わ
れ
は
デ
ラ
シ
ネ
だ
。

根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
た
根
無
し

草
。
改
革
の
理
想
を
胸
に
抱
き

な
が
ら
、「
も
う
若
く
は
な
い

さ
」と
体
制
に
つ
い
て
揺
れ
動

き
漂
う
デ
ラ
シ
ネ
。

　

黒
井
た
ち
は
、
ジ
ョ
ー
が
脱

い
だ
紫
色
の
シ
ャ
ツ
を
掲
げ

て
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
を
行
進
す

る
。

　
　

　　
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
タ
ッ
チ
で
書

か
れ
た『
デ
ラ
シ
ネ
の
旗
』は
、

五
月
革
命
の
熱
が
ま
だ
冷
め

な
い
10
月
に
、『
別
冊 

文
藝
春

秋
』
に
発
表
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
創
作
で
あ
る
が
、
黒
井
の
一

部
分
は
当
時
の
五
木
寛
之
さ
ん

自
身
か
も
し
れ
ず
、
実
際
、
同

じ
時
期
に
、五
木
さ
ん
は
パ
リ・

カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
に
い
て
、
美

術
学
校
で
〈
ア
デ
ュ
ー　

ド
・

ゴ
ー
ル
〉の
ポ
ス
タ
ー
作
り
を

手
伝
っ
て
い
た
。

　

お
そ
ら
く
本
書
の
執
筆
中

に
、
五
月
革
命
は
急
速
に
終
末

を
迎
え
て
い
た
は
ず
だ
。
石
だ

た
み
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
変
え

ら
れ
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
再
選
さ

れ
た
。
日
本
で
も
、
学
生
運
動

は
終
息
に
向
か
い
、
や
が
て
、

あ
さ
ま
山
荘
事
件
な
ど
の
悲
劇

を
迎
え
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
は
翌

年
引
退
す
る
が
、
佐
藤
栄
作
首

相
は
再
任
さ
れ
る
。

　
『
デ
ラ
シ
ネ
の
旗
』
の
凄
さ

は
、
幻
影
に
す
ぎ
な
か
っ
た
革

命
の
行
く
末
を
予
言
し
な
が

ら
、
一
種
の
悲
し
み
の
響
き
で

書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
50
年

目
の
今
、
再
読
す
る
べ
き
本
だ

と
思
う
。

この写真集は、五木さんの序文にあ
るように「デラシネたちの墓標」で
あるが、同時に、僕たちが《置き去
りにしていた青春》を探す道しるべ
かもしれない、と思っている（彩流
社刊・3,200円＋税）

再
読
・
五
木
寛
之

品鶴線のルーツ

置き去りにした青春を探して

『
デ
ラ
シ
ネ
の
旗
』


